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1 序 論

}

さ
」
、

現 在 、 い ず れ の組 織 の デ ー タ処理 部 門 も、コ ン ピ ュ ー タ 技 術 と い う 非 常

に強 力 で高 度 な手 段 を与 え られ て お り、 そ れ を活用 して 。組 織 全 体 に貢 献 す ・

る こ とが期 待 さ れ てい る。

しか し、 この発 達 した技 術 的 成果 の利 用 は、組 織 の デー タ処理 に関 す る要

求 を 々に して満 足 させ て い な い。 これ は技 術 面 で の不充 分 性 に よる もの で

は な く、 む しろ 、主 と して、 ユ ー ザ に対 して大 きな 不満 を与 え て い る デ ー

タ処理 部 門内 で健 全 な管 理 慣 習 が欠 け て い る こ とや 、満 足 な オ ペ レー シ ョン

が行 なわ れて い ない こ とに起 因 して い るの で あ る。本 コ ース は、:4のDPマ

サ

ネ ジ メ ン トに おけ る極 め て重 要 な問題領 域 の一 部 分1を取扱 っ て お 広 特 に、

DPプ ロ ジ ェク トの マネ ジ メ ン トと コ ン ト・一ル に関 す る分野 がそ の 中心 と

な って い るo

雀
・

¶

A目 的

本 コー ス の 目的 は、 プ ロ ジ ェク トの マ ネジ メン トお よび コ ン トロー ル に

関連 す る諸 問題 の所在 を明 らか に し、 検 討 した うえ で、 これ に対 す る解 決

策 として、 適切 な、証 明ず み の技 法 と手 続 を提 供 す る ことで あ る。

B範 囲

ユ ー ザ 組 織 の果 す る役割 は、DP組 織 の それ と な らん で枢要 の位 置 を

占 め る と考 え られ る。 そ こで 、 そ の両 者 と も検討 さ れ る。 具 体 的 には つ ぎ

の領 域 が含 ま れ る。

.プ ロジ ェク ト、 マ ネ ジ メ ン トお よび コ ン トロー ル の定義 と前提 条 件

一1L



・・計 画 お よび 見 積 り' 、

・ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 諸 手 続

・ プ、ロ:ジ ェ ク ド ・コ ン トロ ー ル の 諸 手 続 』.・ 託 ㍍

・ フ ィ'一 ドバ ッ ク 、 報 告, .一,㌧

・ 作 業 標 準 _、: .・

本 コ ー ス で 与 え られ る教 材 は 、 ビ ジ ネ ス に お け るDPア ズ リグ ニ シ ョン

が 中 心 と な っ て い る が 、 そ の 基 本 原 則 は 、 数 学 的 、』技 術 的 、 科 学 的 ア プ リ

ケ ー シ ョ ン に も同 様 に あ て は ま る もの で一あ る。.・ 、..

C方 ・ 怯 ・'1

本 コ ー ス の 教 材 は 、 講 義 、 討 論 、個 人 の 演 習 な ど と組 み 合 せ て 与 え られ

る 。 自由 な意 見 交 換 を行 う こ とが 奨 励 さ れ る 。

'

・7
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ii定 義 お よ び 環 境..}㍉

デ ー タ ・ プ ロセ シ ン グ 。プ ロ ジ ェ クゴトに お い て効 果 的 なマ ネ ジ メ,ン 、ト、と コ

ン ト ロ ー ル を 欠 い た 場 合 、 ど の よ うな 事 態 が 発 生 す るーか 、 と い う こ と に つ い

て は 、,・多 ぐの よ、く.知 られ た 実 例 が あ り、 ま た 文 書 に も な って い る 、 これ らの

実 例 は 、 強 力 な マ ネ ジ メ ン トと コ ン ト・ 一 ル の 必 要 性 を は っ 篭 り と証 明 して

い る 。 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ 「プ ロ ジ ェ ク ト」 とは 何 か?「 プ ロ ジ ェ ク ト 。

マ ネ ジ メ ン ト」 と は 何 を意 味 す る の
,か?「 プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン ト ロー ル 」

とブ 鰺 ・ノ ト▽ メ〆 メン ト,とは どの よう幽 連 している端?㌣ ζれ ら

の用語 の定義が こ,こで争 え られ、それ らと組 織お よび組織環境 との関係が検

討 され る。

.!・'

A定 義 お よ び 構 成 要 素 ト

1.「 プ ロ ジ ェ ク ト」

l
Lフ1ロ ジ ェ ク ト とは 関 連 づ け られ た 諸 活 動 の集 合 で あ っ て 、 一一・一・定 の 時

間 的 枠 内 に お い て完 了 す る こ と を要 し、 か つ 、 そ の結 果 と して 、 予 定

一さ れ た 到 達 目標 を達 成 し、 あ る い は 特 定 の 用 役 も し くは 産 物 を も た ら

す こ と に な る も の を い う。 .、

2.「 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト」、

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トと は 、 与 え られ た時 間・お よ び リ ソ ー ス

の 範 囲 内 に お ピ て 、 必 要 な諸 活 動 を完 了 し、浪 費 の産 物 ま た は・用役 を

も た らす よ う行 な わ れ る 、 手 持 リ ソ.六 ス の 組 織 、・1一割 当 、一評 価 お.よ び 効

果 的 指 令 、 指 示 を 矯 う。,パ.,'

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト シ スξ夕 咋 の構 成 要 素 に は 次 の もの が

一3ご



含 ま れ る。 ・ 乞

一・明 瞭 に確 定 さ れ た 行 動 計 画
、

・計 画 実 施 に 要 す る リ ソ ー ス の 組 織
、'"

'コ ン ト ロ'一 ル ・シ ス テ ム、

・プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 理 論 と手 法 に つ い て訓 練 を 受 け た 有

能 な人 材

3.「 プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル 」

プ ロジ ェ ク ド 。コ ノ トロー ル とは、計 画 に 見合 う リソー ス使 用 の調

整 と制禦 、 計 画 に対 比 す る進 捗 度 の測 定 、 な ら びに 、経験 お よび状況:

変 化 に もとつ く計 画 に対 す る必要 変更 事 項 の認 定 の ため の技法 をい う。

プ ロジ ェク ト ・コ ン トロール の構 成要 素 は 、 これ を一 つ の プ ロジ ェ

ク ト 。コ ン トロール ・シス テ ムに ま とめ る こ とが で き る。 この シス テ

ムは、 そ れ 自体 が プ ロジ ェ ク ト・マ ネ ジメ ン トの一 構 成要 素 で あ るが、

管理 者 に対 して次 の よ うな能 力 を与 え る もの で あ る。・

・特 定 の成果 を達 成 す る'ため課 せ られ て い る諸 作 業 の実 施状 況 を適時

に評価 す る こ と、 、ぷ.

・作 業 の遅滞 あ るい は プ ロジ ェク トの優 先 順 位変 化 に よって必 要 と支

った場合 に、 修 正 措置 を採 る こ と。

プ ・ジェ ク ト ・コ ン トロー ル ・シス テ ムの具体 的 な構 成 要 素 は次 の

よ うな もの:で あ る 。

・プ ロ・ジ ェ ク ト 。コ ン ト ロ ー ノレ・ マ ニ ュ ア ル ま た は ハ ン ドブ ック に記

載 さ れ た 、 一 連 の 標 準 手 続 お よ び実 施 法 、

・プ ロ ジ ェ ク トお よ び リ ソー ス の 状 況 に関 す る報 告 、 ならび に ス ヶ ジ

ュ ニ ル 作 成 の た め の標 準 書 式 、

-4L
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〉

曾

'

'プ ロ ジ ェ ク ト ・ コ ン ト㌣ 一 ル ・シ ス テ ム の適 用 に つ い て訓 練 を受 け

た プ ロ ジ ェ ク ト・・ リ ー ダ と コ ン ト ロ ー ル 担 当 者 。

B利 益

良好 な プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジメ ン トに よ り次 の よ うな利 益 が得 られ る。

'組 織 の貴 重 な資 産 が効果 的 に活 用 され 、・維 持 され る{・、

・組 織 全 体 に対 じて提 供 してい る サ ー ビス を不 断 に改 善 す る.よ うな 環 境 が 、

デ ÷ タ ・プ ロセ シン グ部 門 内 に形 成 さ'れる、

・使 用可 能 リソー ス の 範囲 内 で、 良 質 な産 出物 、用 役 が もた らさ れ る。

これ らの利 益 は 、 や や一般 的 な もの で あ るが 、 プ ロ ジェク ト ・コ1ン トロ,

一ル:シ ス テ ム を プ ロジ ェク ト 。マネ ジ メン トの一 部 ど して適用 した場 合

に は 、更 に具 体 的 に次 の よ うな利 益 が 得 られ るっ

'複 数 プ ロ ジ ェク トの実 情 を
、 管理 者が 把握 して 、'リ ソース投 入 の調 整 変

更 を時 機 を失 せ ず行 い、 効果 をあげ る こ とが で き る、

●組 織 内部 で 開発 され る シス テ ムお よび プ ログ ラム につい て
、 開発 の各 段

階 を達 成 す るた め に要 す る標 準 的諸 要 件 を規 定 す る こ と,を通 じて、 そ の

質 が改 善 され る、 一,

・プ ロジ ェク トの リソース に対 す る追 加 要 請 を根拠 づ け る文書 的 手 段 が与

え られ る、

・一他 プ ロジ ェ ク トへ 振 り向 け る こ との で きる未 使 用 能 力が認 識 され る、

・ プ ・ジ ェク ト・'リ ー ダ に 対 し、 早 くか ら好 ま しい コン トロ← ル の手 法

を知 らせ る ことに よ り、'その管理 能 力 養 成 が助 け られ る、.・

;一個 入vプ ロジ ェク ト・・チー ム全体 の双方 に対 して、・t明確 で具 体 的 な達 成

目標 が与 え られ る。

-5一



C効 果 的 な プ ロジ ェク ト、・マ ネ ジメ ン トのため の 前提条 件

効 果 的 な プ ロジ ェ ぞ、ト ・三一昂 ジメ シ .トは 「偶 然 に生 まれ る 」.もの で は な

い 。 す で に組 織内 部 に、 い くつ か の構 成要 素 とな る もの が実 在 して い た と

して も、一 定 の前 提 条 件 が まず満 さ れ な けれ ば な らないの で あ る。 そ の前

提条 件は全て組織 的環境 を左右す る ものであるが、そ れに含 まれ る、もρと

して・綻 的臆 競 も措 辞 の関与 と支援・躍 り㌃ ヌρ 懸 作

業実績標準の鯛 ある鴎 醗 の繍 と組合拭 った作業方法嚇 殺 び

リソース使用状況、 プ ロジェク ト進行状況 に関す るデ1一タの収集 と報 告の

た め の 事 務 手 続 等 が あ
、る。.,

1、 管 理 者 の 関 与

デー タ ・.プ ・セ シ ン グ部 門 の管理 者 な らびva・ そ れ カi所属 す る上 部 の

管理 者 は,・7'ロ ジ・ク ト'マ ネジメン ト村 び コントr7ノ ヒ嘩 ㌘ 活

敵 対 し欄 与す るrと を承認 し・ 故 その関与の度 合を明示 ぽ 助

ぱ な ら 安い。 関与 には 三 つ の形 態 が あ る。

a信 念

管 理 者 は、 自 らが プ ・ジ ェク ト・マネ ジメ ン トに付与 した重 要性 を

明確 に表 現 しな けれ ば な ら支い。 これ は、他 の あ らゆ る関 与 の形 態 に

とっ て の礎 石 とな る も¢)で ある。 ,

b参 加
TlLj・ ・

組 織 の最 上 級 管理 者 は 、健 全 な プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ メ ン ト1シ ス

テ ・の開 発 のた め・,ぽ に応:じ て・積 極 甑 その倉自力 と経 続 投 立

た せ る よ うに しなけ れ ば な らない。 さ らに、 い ったん そ の よ うな シス

テ ム が確 立 した な らぱ、 管 理 者 は 、 シヌ テ ムの定 め る手 続 を積 極 的 に

履 行 しな けれ ば な らない。

-6一
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、

●

、

c支 援

管理者 の関 写 のご か に は、 プ ロジ ェク ト 。マ ネ ジメ ゾ トお よび コン

ド・ごル ・シヌ テ ムの導 入 、 実施 、維 痔 に要 す る リソニス の継 続 的割

当 て を保 証 す るたあ の必 要 在 支援 が含 ま れ てい なけれ ば な らない。

2.リ ソー ス運 用計 画書'

これ は 不可 欠 な重 要 性 を有 す る文書 で あ って、『一定 期 間 に お け る デ ー

タ ・プ ロセ シン グ ・サ ー ビ三の ため:の必要 リジー ヌ量 を反 映 す る もの で

あ る。

この文書 は、』DP部 門内部の持続 的活動 ゐ水準 を示ず ど同時に、新規

,た 螺 急騰 の勧 勧 滴 る・ごとのぞ已,,一 訪 輸 の潤 た

用 い ること もで きる。通常、そ れは下記 の事敵 基 づいて細分 されて悟

るo

現 在 進 行 中 の プ ロ ジェ ク ト

・・'・'"〆 ・)、'

承 認 ず み で あ る が 、 ま だ 開 始 さ れ て い な い プ ロ ジ ェ ク ト

、、"e:㌶ ・～ぼ1・ 「"

立 案 ず み で あ る が 、 ま だ 承 認 さ れ て い な い プ ロ ジ ェ ク ト

・:計ぷtt 、:

持 続 的 メ ン テ ナ ン ヌ を 要 す る導 入 ず み ア プ リ ケ ー シ ョ'ン

移 行 あ るUは 大 規 模 変 更 が 予 定 さ れ て い6導 入 ず み ア ブ'iJケ ー シ ョ ン

当 該 部 門 が 担 当 し た 緊 急 、 優 先 プ ロ ジ ェ ク トの 経 験

3.作 業 方 法 標 準(メ ソ ッ ド ・ヌ タ ン ダ ー ド)tば::・

作業 方 法 標 準 は、DP部 門 内vatoけ る諸 活動 を遂 行 す る に際 して遵 拠

す べ き手 法 、 手続 を規 定 す る もの で あ る.っこれ らの標 準 は通 常 シヌ テ ム

開発の雌 と関連づけられている.す 勧 ち∵過 程筋 諸睡 が鋤 さ

れ、 ま た各段 階 を構 成 す る特 定 の諸 活動 お よび作 業 が規 定 され'る。 これ

らの標 準 は、 普 通 、 シス テ ムお よび プ ログ ラ ミン グ ・下 書 三 メ ンテ ー シ
.L・
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ヨンの内容 開 発 活動 に お いて と られ るべ き手順 、 お よび作 業 の 実施 方法

た強調 点 が置 か れ て い る。 これ らは 「どの よ"5に 」 に関 す る指 示 で あ り、

コ ン トロールの諸 手 続 を確 立 す るだ めめ共 通 の基 礎 と なる もの で あ る。

4.作 業実 績標 準(パ'7オ ニ マ ンス ・フ'タ ンダ ー ド)

作 業実 績標 準 が実 在 す る こ とは、効 果 的 な プ ゴ ジ畠エク ト・マ ネ.ジ メン

トお よび コ ン ト』一ル に とっ て、 真 の意味 で あ前提 条 件 で は な いが 、 そ

あ よ うな標 準 を開発 し使 用 す る こ とを は っき りさせ'る ごどは前 提条 件 と

な る。 作 業実 績 標準 は、 方 法標 準 が確 立 した後 にの み開 発す る こ とが で

き る もの で あ る。 作 業 実績 標 準 は 、人 的、機 械 的 リソー ヌの効 率 を測 定

す るた め の物 指 しで あ る。

す なわ ち 「どの よ うに」 の内容 が 「どれほ ど よ く」 行 なわ れ た か を測

定 す るの で あ るっ

プ ロジ ェ ク ト 。マ ネ ジメ ン トが真 に機 能 す る ため に は、 プ ロジ ェ ク ト

の最底 辺 を構 成 す る 各種 リゾ ーヌ の標 準 値 を 基 礎 と して 、'プ ロジ ェク

ト。 リソ ーヌに 関 す る作業 実 績値 の デ ー タ 。ベ 一元 が存 在 してぼ 安けれ

ば な らな い。 この よ6な 標 準 は、 マネ ジメ ン トば お6て 、'つ ぎの1'd'とを

行 うた'亘 に必 要 とさA,る 。 一一 ㌦ …Oiぷ 二』∵
ん び

・努 力水 準 、時 間 的要 件 、 マ シ ン ・』ニ ーズゼ 関 す る有 意 在 見積 りを 行 う

た め 、 一 ・ ・ ∴ 二._

'
1異 る諸 リ ソーヌ にっK,{て のス ケ ジ 。二1戊ン グを助 げ る 差あ、

・標 準 原 価 要 素 を確 定 す るた め、"・ ㌧

∴職 員 の作 業 実積 を 適正 に評 価 す る た め。

5.監 督 管 理 環 境 標 準 ・','一 ∴ パ

監督 監 理 環 境標 準 は、"デ ー タ ・プ ロ セ シ ング部 門 の役割 と責 任 を定 め、

-8一
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、

ま た各 プ ロ ジ ェク トに関 連 す る監理機 能 を遂行 す る際 に遵拠 すべ き諸 手

続 を確定 する。 この よ う左標準 は最 小限度つ ぎの事項 を含 む もので ある。

・部 門 が提 供 す べ き産 出物 お よび用 役 の定 義 、

・部 門 内 部 で営 ま れ るべ き諸 機 能 の説 明 、

・部 門内 の リソース ↓組 織 全体 との関係 を含 む、 デ ー タ ・プ ロセ シ ング

部 門 の組 織 構 成 の説 明、 、い ∵tt・L・.'三 、1

・標 準 的 職 務 お よび リヅ ース の説 明、

・時 間 、経 費 そ の他 リソ・一 ヌの使 用 報 告 に関 す る'要件 と手 続 。

t

D責 任

デ ー タ 。プ ロ セ シ ン グ 。プ ロ ジ ェ ク トの マ メ ジ メ ン トお よび コ ン ト ロ ー

ル に あ た っ ては 、 当然責 任 関係 の明確 化 が必 要 で あ る。 しか し、責任 に は、

そ れ に対 応 す る権 限 が伴 な わ なけ れ ば な らない。 この点 に お い て、 適 切 な

プ ロジ ェ ク ト・ マ ネジメ ン トは 、組 織 に対 して大 き な貢献 をす るの で あ る。

各 個 人 や グ ル ー プが 自 己 の責 任 を充 分 理 解 す る こ とは不可 欠 の条 件 で あ

る。 この た め に、 プ ロジ ェ ク ト 。マ ネ ジ メ ン トにお い ては、 各 フェー ズ 、・

タヌ ク、 ア ク テ ィ ビテ ィ毎 に 、・次 の四 つ の側 面 に つ いて の、,具体 的責 任

が 明示 され な け れ ば な らな い。

・作 業実 績

'・補 助

・点 検 ・! .-^'

・承 認 パ ・ ・

適 切 な責 任 の 分 配 にお い ては 、誰 に責任 が あ るの か、㌧何 時 そ の個 人 あ る

い は グ 〃'一 プが 、・結果 につ いて の責 任 を問 われ るか が明 らか に され なけ れ

一9二 三



ぱ な ら な い 。 この 「誰 に責 任 が あ る のか 」 とい う問題 に関 して は、 デ ー

タ ・プ ロ主 シ ング蔀 門 内 ゐ職 員'だ け では 左 く、 そ のザ ー ビズ を受 げ る側 の

組 織 に つ い て も検 討 が 及 ぼ さ れ る。 組織 の最 高 首脳 部 、 ユ ニザ部 門 あ管理

者 、監 査役 、 そ の他 の 関 係者 が果 す役 割 は、 シ ヌ テ ム、 プ ログ ラ ミン グ、

オ ペ シ ニ シ ョ ン関 係 の ヌ ら ッ フ の役 割 と共 に 、 こ こで 説 明 さ れ る。 さ ら に 、

プロ ジェク ト・マ ネ ジ ャ、 上 級 システ ム ・アナ リス ト、 上 級 プ ロン ラマ、 ユ ーザ側

の責任者、データ整理事務職員等、種 々のレベルに紺 る責任が規定される。

責 任権 限 お よび結 果 責 任 につ いて の 「何時 」 とい う問題 は、 シス デ ム開

発 過 程 の ヌ ケ ジ ュー ルに よ って 決定 され る こと に なる。影 響 の問 題 は 次節

で論 じ られ るo・ 、

c

'

Eシ ステ ム開 発 環 境

プ ロ ジェ ク トの管 理 が 成功 す るた あ の鍵 の一 つ ほ 、 裁然 と した、'制禦 青

龍 で1か つ 、 明瞭 に定義 され た い くつか のス テ ップへ 作 業 を分 割 す る とと

で あ る。 全 ての プ ロジ ェク トは 、そ の形 態 を問 わ ず 、大 き く三 つ の基 本 部

分 に 分 け る こ とが で き∴ さ らに そ れ をい くつ かの ステ ップ、 あ る い は段 階

に分 けて ゆ くことが で きる。 そ の三 つ の基 本 部 分 とは、 次の'ど う りで ある。

一 プ ロジェ ク ト開始

一・一プ ロ ジェク ト実施

・ プ ロ ジェ ク ト完 了

こ の三部 分は 、各 々独 自の プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ メ ン ト上 の タヌ ク とア

クテ ィ ビテ ィが 、要 求 され る。 作業 を ア ク テ ィ ビテ ィにま で細 分 化 す る と

とに よ って 、管 理 者 は 、小 さ な作業 単 位 の動 向 を掌 握 す る こ とが で きる よ

うに な る。 コン トロー ル のた め の最 低 の要件 は 、 所定 の産 出物 を生 み 出さ

一1∪ 一
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●

ニ ポ

な け れ ば な ら ない と込 う必 要 、 お よび 、 あ る フ ェ ー ズ か ら次 へ 移 行 し な け

れ ば な らな い と い う必 要 に よ って 、 自動 的 に 定 ま っ て くる。

薪 シ ン テ ム開 発 に関 わ る プ ロ ジ ェ ク トの 形 態 は 、 マ ネ ジ メ ン トの視 点 か

ら す る と、 最 も複 雑 な もの で あ る。 シス テ ム開 発 の過 程 は 、 以 下 の 主 な フ

ェ ー ズ に 分 け 、 ざ らに グ ル ー プ に ま ど め る と と が で き る。

プ 。 ジ 。 ク ト開 始:'・ ・:・・:㌧ ㌧"tttt-J''",il'・ 』

1.ア プ リ ケ ー シ ョ ン選 定L

2,シ ヌ テ ム調 査

プ ロ ジ ェ ク ト実 施'

シ ヌ テ ム 分 折 一 デL夕 収 集

シ ス テ ム分 折 一 デ ー タ分 折

シ ヌ テ ム設 計 一 デ ー タ ・`ペ ー ス

シ ヌ テ ム設 計 一 プ ロ セ ヌ

シ ヌ テ ム仕 様 書

プ ログ ラ ミ ン グ

ジ.ス テ ム.テ ヌ ト ∴

訓 練

シ ヌ テ ムiコ ンバ ー ジ ョy・teよ び 導 入 実 施

プ ロ ジ ェ ク ト完 了

,(

(6

」4

5

ロ6

7

8

9

0

1

1

1

12.最 終 的文書 化 作 業完 了

13.事 後評 価

以上 の よ うな シス テ ム開発 過 程 の各 フ ェー ズは、 シス テ ム開 発 環境 の枠

組 が確 立 さ れ る よ うに、先 に述 べ た責 任 体 系 と組 み 合 せ て ゆ くこ とが で き

る。
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皿 計 画 お よ び 見 積 り

計 画 に際 して、達 成 す べ き必 要 な任務 を確 定 せ ず、 ま たそ のた めの 措置 を

構 じな い とい う こ とは、 デ ー タ 。プ ロセ シ ング 。プ ロジ ェク トに おい て 、 あ

ま りに も屡 々発生 してい る 事態 で あ る。 この よ うな計 画 とS相 変 らず2・00

～500%の 誤差 を生 じて い る
、 時 間、 労 力、 資金 の見積 り とを一諾 に した

の が、 今 日の デ ー タ ・プ ロセ シ ング ・プ ロ ジ ェク トの大 半 の姿 で あ'る。計 画 、

拾 よび見積 り作 業 の実 績 は 、 い や し くもデ ー タ ・プ ・セシ ソグ とい う ものに

対 す る経 営者 の信 頼 を 回復 しなけ れ ば な らな い とす るな らば、 改 善 す る こ と

が で きる し、 ま た そ う しなけ れば な ら ない もの で あ る。'

この極 めて枢 要 な二分 野 に お け る仕 事 ぶ りの改 善 は、一 定 の情 報 が 入手 で

き、 一定 の手 法 が用 い られ る 宏 らば、達 成す る こ とが で き る。

情 報 に関す る要件 は 、効 果 的 な プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た め の前 提

条件 に関 す る議 論 にお い て既 に あげ られ てい る。 そ の第一 は 、現 在 お よび 将:

来 に お け る リソー ヌの 投 入状況 を明 らかにす る リソーヌ運 用計 画 書 で あ るσ

第 二 は、諸 リソース と種 々の機 能 を規 定 す る と ころの適切 な監 督 管 理環 境

で あ る。第 三 は、 プ ロ ジェ ク トの分 割 に関す る標 準方 法 を伴 う満 足 す べ き開

発 環 境 で ある。 以上 の前 提 条 件 が確 立 す れ ば、 次 の ヌデ ッ プはvプ ・ジ ェ ク

ト分類 の方法 を与 え る こ とで ある。

Aプ ロジ ェク ト分類 要 素tttt/・ 一

よ

プ ・ ジ ェ「ク トは 、 そ の 目的 、 性 質 、 複 雑 度 に お い て 色 々 な違 い が あ る 。

マ ネ ジ メ ン ト ・コ ン ト ロー ル ぶ 開 発 ヌ テ ッ プ 、 ドキ ュ メ ン デ ー シ ョ ン要

件 な ど の あ り方 は プ ロ ジ ェ ク ト毎 に 異 った もの と な る か ら、 各 プ ロ ジ ェ グ ヘ

ー12一
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トの そ もそ も'の始 りか ら、 こ うい つ た違 い を考慮 す る こ とが 必要 で ある;

時 間、 リソー ヌc質 に関す る マ ネ ジ メ ン ト上 の相対 的優 先 順 位 も、 これ

に よ って同 じ く変 っで ぐる毛 ど旋 な ろ う。'

こ うい った相 異 を考慮 す る「に あた って は、 多数 の要 素 をプ ロジ ェ:ク トの

分類 の た め に役 立 た せ る こ とが で き る。 そ の うちで ここに と り上 げ る もの

は、 プ ・ジ ェク トの特 性 、 プ ロ ジ ェ ク トか ら生 まれ るシス テ ムの予測 され

る 牙 ペ レー ジ ョジ上 の特 性 、 作 業 を実 施 す るに あた って の技術 的 環 境 ↓ そ

し て、 窮 極 的 な ユ ーザ の特 性 で あ る。'一 『

1.'プ ロ ジ ェク トの特 性L'''";'"L'

プ ロジ ェク トの 特性 に つ い て は、 基本 的 に四 つの 点 が問 題 と在 る。

す な わ ち、実施 す べ き作業 め性 質 、達 成 す べ き作 業 の量 、 そ の 複雑 度 、

そ して 作業 を完 了 す べ き時 間 的 枠 で あ る。

a作 業 の性 質'1し:『 ば

循 とん ど の デ ー タ 。プ ロ セ シ ン グ ・プ ロ ジ ェ ク ドは 実 施 す べ き作 業

の タ イ'プ に よ っ て 分 類 す る こ とが で き る 。1以 下 は 、 そ め い くつ か の タ

イ プ で あ る 。.二 ・『 ・

(1)開 発 プ ロ ジ ェ ク ト。 こ れ は 既 存 の デ 三 夕 。プ ロ セ シ ン グ が 満 し て

い ない特 定 の 目標 を達 成 す るた め に行 な われ る新 しい シヌ テ ムの決

定 」 設計 、プ ログ ブ ミン・グ左 らび に導 入 に関 す る作 業 で あ る。

(2)研 究 プ ロジ ェク ト。 これ ぽ将 来 開発 を行 う際 デ ー タ ・プ ロセ シ ン

グに と って役 に立 つ か も しれ ない手 段 や技法 の開発 あ るい は評価 の

た め に行 な われ る作 業 で あ る。 この種 の作 業 に お広 て は、 具体 的 に

特 定 され た 目標 を定 め る こ とは困難 で あ る。 同 様 に、 進 捗 度 ¢)測定

や 、結 果 の評価 も、 は っ き'りとは行 い に くい♂'
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(3)メ ンテ ナ ンス ・プ ロジ ェ.ク ト。・メ ンテ ナ ンス と修正 変 更 どは 、 両

二者 り定 義 が 明瞭 で な いた め、屡 々混 同 され で し,ま・うgこ 乙 で.い,うメ

ンテ ナ ンヌ ・プ ロジ ェク トは、変 化 す る環 境ρ なか で,、既 定4)眉 標

,.を 引 き続 き満 足 させ るべ く現存 シxテ ムの オペ レー シ ョ・ンを維 持 す

ゐ た め に必 要 な 作業 をその 内容 とす る もの で あ る。 メ ンテ ナ ンス ・

.プ ロジ ェ ク トは、技 術 的 変 化 、 プ ログ ラ ム,、オ ペ レ ー シ ョン上 の問

題 、監 督 、:管理 関係 上 の変 化 に関 連 した類 型 的 な問題 を取 扱 う。 メ

ン テ ナ ンスの経 費 は、 経 常 予 算 の なか に計 上 ざ れ てい な けれ ば な ら.

な い。 メ ンテナ ンス には 二 つ の タイ プが あ っ て、!それ ぞ れ予算 措 置

が違 っ て い る。.,・,1・ ・

㈲ 、日常 的 あるい は 持続 的 メ ンテ ナ ンヌ は各 シス テ ム毎 に ス ケ ジ ュ

ール を立 て 、経 費は シス、テ ム運 用費 の一 部 と して予 算 化 され る。

(b)緊 急 または応 急 メンテ ナ ンス は、 ヌ ケ ジ ュール化 で きな い し、

、.シ ス テ ム毎 の運 用費 の一 部 と して計 上 す る こ と もで きな いが 、 そ

,・1',ρ 費用 はパ 部 門 の共通 運 用費 の なか に含 めて お くこ とが で きる・

(4)修 正変 更 プ ロジ ェク ト。 この作 業 の メ ンテ ナ ンス との相違 に、 既

存gi現 行 シヌ テ ムに加 え られ る変 更 が ・ 当 初 の既定 目標 ては な く1・

一 新・た な、 あ るい は異 った 目標 を満 す た め の もので あ る,どい う点 で あ

る。 従 って、 修正 変 更 プrpジ ぞ4ト は、 特殊 な、 あるMは 限定 さ れ

・、 た 開発 プ ロジ ェク トで あ る とい う こ とが で きる。 この経 費 は 、 あ る

c・ 、シ ス テ ムの運 用 費 に含 める べ き性 質 の もの ではな い。

b・ 達 成 すざ き 作業 の量 ・ 、

この要 素 は 、い うま で もな く、 作 業 の性 質 、 複雑 度 、 そ の他後 に論

じ られ る諸 要 素 と相 関 関係 に立 って い る。
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しか し、 全体 と して見積 った 仕事量 の レベ ルで、 そ れ は、・ほ ぼ決 ま

る も¢)であ る。以 下 はそ二の例 で あ る。 、

(1)小 規 模 な プ ロジ ェ.ク ト。 これ は、3人/月 以 下 の努 力 で達 成 で き

る作 業 で ある。

(2)中 規 模 た プ ロ.乏 エク ト。 これ は、、3人/月 か ら2人/年 を要 す16

プ ロジ ェク トで あ るo'

(3)大 規 模 な プ ・ ジ ェク ト。 これ は2人/年 か ら5人/年 の努 力 を要

す る プ ロ ジ ェ.ク トで あ る。 .、.,.、

.(4)き わ め て大 規 模 な プ ・ ジ ェ ク ト。 こ の ク ラxに 該 当 す る の は、:5

人/年 以 上 の努 力 を要 す る プ ロジ ェ ク トで あ る。、

cプ ロジ ェク トの複 雑 度

亡 の特 性 は、傾 向 と して、 プ ・ジ ェノ ト,レζ要 す る技 能 ・ 経 験 ρ タイ

プ停 関係 す、る。.それは 、プ ・ジ ェ4ト を組む こ とに対 す る要請 の内 容

を検 討 した だ け です ぐ決 定 さ れ る ような もの で は ない。 したが っで、

分類 を す る努 力 の初 期 に これ を行 うζ とは困 難 か も しれ な 吟。、_ .

一「単 純 」F適 度 に複 雑 」 「高 度 に複 雑 」等 の用語 を用 い る ζ とも あ

る で あう う。.これ は非 常 に主観 的 な もの とな りが ち で あ.り、、.出来 れ ば、

量 的単 位 に 関 連 つ げ るべ きで ある。一 例 を あげ れ ば、 「単 純=デ ー=タ

収 集点2つ 、,更新 され る マ ス ター ファ イル・1つ 、 但 し レポ ー トの プ リ

.ン ト1.・4..,し。.,」,と怜 うふ うな もの で あ る。

d .作 業 達 成 に あ て,る,ことの で き る時 間 の長 ざ,i'.

プ ロジ ェ久 ト…、を分類 す るた め には、 多数 の時 間的 レ ベル を設 け る こ

とが で き る。 あ る レベ ノヒ分 け を選 択 し、 そ れ を定義 す る際 に は・,自 己

、の組 織 の 計画 立案 サ イク ル との関係 を うけ て お くべ き で あ る。以 下 は

一15-
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;宅 ◎例 で あ る
。

(1)長 期 プロジェク トの完 了期 限 が開 始 日 より1年 を超 え る もの。

1(
2)t/中 期 プ ゴ ジ ェク ドの完 了期 限 が 開始 日 より3ケ 月 を超 え1ゴ 年

以 内 の もの。

(3)短 期'プ ロジ ェク トの完 了期 限 が 開始 日 よ り3ケ 月以 内 に ある も

の0

2.オ ペV－ シ ョン上 の特 性 ・1-一 、

シス テ ムの オ ペ レー シ ョン上 の特 性 は 、開 発 す べ き ドギ ュ メ ンテ ー シ

ョンの量 や タイ プに対 す る と共 に、 プロ ジェ ク トの管 理 に 用 い られ る方

法 に対 して も影 響 を及ぼ す。

a重 要 度、 使 用 頻 度 、耐 用年 数

この三 つの 特 性 因子 は、 相 互 に 関連 す る傾 向 が あ る。 シズ テ ムの重

要 度 は、 そ の シス テムが働 か な くな った場 合 の組 織 に与 え る影 響 に よ

'り測 る ことが で きる
。

影 響 の巾 は、 「致命 的 」 か ら 「無 用 の 長物 ゴ まで の拡 りが あ る.使

用 頻 度 が高 まれ ば 、そ れ に 支払 う代償 も高 くな る。 頻 繁 に 使 用 さ れ る

シメ テ ムは 、年 に1.2度 しか使 用 しない もの よ りも、 よ り完備 した

ドキ ュ メシ テ ーツ ヨン を要 す るで あろ ㌔

この点 につ い'ての最 終 判 断 は、 シズ テ ムの重要 度 に も関連 して くる。

同様 に、耐 用 年 数 も ドキ ュ メジテ ー シ ョ'ンの水 準 と程 度 を決 定 す る.

2週 間 しか使 用 しな い シス テ 云⑳ ドキ ュ メ1ンテ ー シ ョンは、1年 間

使 用 す るは ず の ものほ ど完 備 して い な くて も よいで あろ う。'

`
一 同/じ く

、以 上 の要 素 に関連 す る・』もの と しては、 シス テ ム使 用 の 様式

'が あ る
。 ヌ ケ ジ ュール化 さ五 た ジヌ テ ムは(頻 度 に関 わ りな く)、 ラ

ー16二
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、

'
ンダ ム に↓予 期 出来 な い仕 方 で作動 させ られ る もの とは違 った ドギ ュ

ン ンデ ー シ ョンを要 す る こ とに な る。

b他 シヌ テ ム との関 係'1't

他 か らま った く独 立 した単独 の シ ヌテ ムは 、 他 システ ム と高 度 に結

合 され た もの とは異 っ た ドキ ュ メ ンテ ー シ ョンを要 す る。従 っ て、他

との関係 に よって決 定 き れ る依 存度 に応 じて、"「独 立的 」'「依 存 的 」

な どの分類 をす る こ とが望 ま しい。

3.技 術 環 境'"・ 弓`一:・ いt』 ・

ドキ ュメ ン テ ー シ ョンお よび プ ロ ジ 三ク トの方 法 に影 響 を及 ぼ す技 術

的特 性 に つい て 次 に論 じる。

a使 用 プ ログ ラ ミン グ言語 シ

英語 に対 す る非 常 な類 似性 と、 発達 した 自 ンパ イ ラ○ 云ふ庁 で、 高

レベ ル言 語 は、 一 般 に、 低 レベ ル言語 ほ ど詳 細 な専 門 的 ド声 ユ'メンテ

ー シ ョン を必 要 と しないo

b部 門 内 の構 成

実 際 に存在 す る デ]タ ・プ ロセ シ ング部 門 の性 質 は、 プ ロジ ェク ト

に影 響 を与 え る。 そ の部 門 が持 つ コ ンフ ィギ ュ レー シ ョンに特 殊 な技

術 的特 徴 が あ れば ご特 別 の ドキ ュメ ンテ ー シ ョン要 件 が生 ず る か も し

れ ない。遠 隔 タニ ミナル を使 え るか ど うふは 、 シヌ テ ム設 計 に際 し、

一 定 の コ ン ト ロール に関す る配慮 を要 求 す る こ とに な ろ う.こ れは 、

ドキ 三 メ ンテ ー シ ョ:ンお よび 開発 あ芳 法 に影 響 を及 ぼ す こ とに な る。

4.ユ ー ザ の特性':'J・"-tl』

プ ロ ジ ェク トは また 、最 終 ユ ー ザ との関 係 に 注 いで 分類 ず る こ とが 可

能 であ る。 ユ ー ザ側 の デー タ・ プ ロセ シ ン グに対 す る習 熟 度 、経 験 お よ

一17一



び技 術 的能 力 は 、 必要 とされ る ドキ ュ メ ンテー シ ョンの水 準 と程 度 を決

定 す るに際 して大 きな意 義 を有 す る。 点検 や承認 を得 るた め に割 り当て

る時 間 も、 ユ ー ザの特 性 に よ って影 響 され る。

Bプ ロジ ェク トの タ イ プ

個々:?卵 子顯 は咋 ・で述べて㌣ 縁 を用い る・とに・って

川 プ分けす る ことがで きる・ なかで も最 も主 要 パ のは・ か 治 ク ト

の 特 性 に よ る 分 類 で あ っ て 、 残 りの3要 素 は 、 ドキ ュ メ ンテ ー シ ョ ンお よ

び興 醒 の鵠 吐 ける齪 技法をよ脚 果卸 する鱒rら れる

もの で あ る。
1`r'

話 を簡 単 にす るた め、 本 コー ヌに お い ては 、特別 の場合 を除 き、,次 の 四

つ の大 ま かな タイ プを例 示 す るに止 め る ことに す る。

・長期 開 発 プ ・ ジ ェ ク ト
、、 ・ 「,ψ

・短 期 開発 プ ロ ジ ェク ト

・日常 的 あ るいは 持続 的 メ ンテ ナ ンヌ ・プ ・ジ ェク ト

・緊急 あ るいは 応急 メ ンテ ナ ンヌ ・プ ・ジ エ ク ト

以 上 のそ れ ぞ れ の内 部 は、 さ らに規 模、 複雑 度 の 程 度 に よって分 た れ る

こ とに な ろ う。純 粋 な研究 プ ・ジ ェク ト等 他 の種 類 の もの に つ いて は 、 ζ

i》"1
こでは

、とり上げないがぽ 本蝉 飾 酵 に適用 し うるもの である・
プ 三ジニ亘 の タイプ肘 は・

.マネジメ"ント上極 め彊 要 であるパ れ

は・興 フ:ロジ㌘ トに娯 った'ン トロールの技法 を用凹 ければな

らな い とい う事 実 に もと つ くもの で あ る。 プ ロジ ェク トの多 様 性 は、 さ ら

に、 組織 にお け る次の 三 つ の主 要 関 心 事 に 直接 的 相 関 関係 を及 ぼ す こ とに

な るo
・:・ へ ・

-18一
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●時 間
、-

1.リ ン ー ヌ(人 ・ 機 械 ・ 資 金).

.1品 質 、,こ れ に は 下 記 の 事 項 を含 むt.t、

・ 一 貫 性

?正 確 性

。 ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン の 程 度 ・ パ

・ 範 囲(実 施 され るづ き作業 の)

・
1能 率(作 り出 され る シヌ テ ムの)

以 上?3要 素 は、 どれ か 二 つの値 を特 定 す れば、 残 る1要 素 がそ の影 響

を被 る とい う関 係 に あ るnか く して、 この3要 素は 、 相互 に連 関 す る制 約

要 因 と して、作 用 し、 プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ ポに対 す る要求 を形 成 す る こ と

に な る。 プ ・ジ ェク トの タイ プ分 け を す る こ とは 、従 って、 プ ・ジ ェク ト

に対 す る諸制 約 を確 定 す るに 際 して欠 くこ との で きない助 け とな る の で あ

る。

Cプ ロジ ェク トの組 織

担 当 者 の数 や タイ プ等 プ ロジ ェク ト1チ ー ムの具 体的組 織 構 成 は 、 プ ロ

ジ ェク トの 分類 に よって大 方 決 定 さ れ る。 チ 〒 ムの 構 成 に影 響 す る その 他

の要 素 と しで は、組 織全 体 の大 きさ、 入 手 可能 な技 能水準 の 高 低 な どが あ

る。 し委 し、
.プ ロ ジ ェク ト三チ ー へ の組織 は、 勇 一.タ ・ズ ロセ シ ング部 門

内 部 の組 織 構造 に直接対 応 すゐ もの,で は ない。DP部 門 は 、 シス テ ム ・ア

ナ リシ ス、 プ ログ ラ ミン グ、 オ ペ ー レ シ ョン とい うノような職 能 的責 任 に よ ・

っ て結 合 され た 人 間 の集 団 に よって構 成 され るの が通 常 で あ る。 他 方 、 プ

ロジ ェ ダ トの組 織 は、'ど の よ うな規 模 の もの で あ って もv下 記 の人 々か ら
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な る チ ー ム に よ っ て構 成 さ れ て い な け れ ば な らな い 。

'プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ ャま た は プ ロジ
ェ ク ト・ リーダ○ プ ロ ジ ェ ク トを

直 接 監 督 し、 仕 事 の質 を細 く コ ン ト ロ ー ル し、 ユ ー ザ お よび経 営 者 に

対 して 報 告 し、 責 任 を負 う。"

・ シ ス テ ム
、 ア ナ リヌ ト。 必 要 に 応 じ、 最 終 的 に は 生 産 的 シ ス テ ム とな

る は ず の 問 題 解 決 策 を 設 計 し、 ドキ ュ メ ン ト化 す る。一

・プ ログ ラ マ
。 必 要 に応 じ、 ま た 必 要 と さ れ る 時 に 、 フ;ロ グ ラ ミ ン グ を

具 体 的 作 業 と し て 実 施 し、 ま た 、'組 織 の ハ ー ドウ ェ ア=ソ フ ト ウ ェ ア

環 境 にお け る能 率 的 オペ レー シ ョ ンを 可能 な ら しめ る詳 細 仕 様書 の 開

発 を補 助 す る。 ・

"内 部 監 査人
。 必 要 とされ る 時 に、 内 部 的管 理 手 続 か よび外 蔀 的規制 措

置 遵 守 の点検 を 補 助 す る。

ニ ユ ー ザ連 絡担 当 者
。以 下め こ とを行'う 。`

。 プ ロ ジ ェク ト ・チー ム に対 す る、 ア プ リケ ーシ ョンにつ い て の・専

門 知識 の 提供

。 詳 細 計 画 お よびス ケ ジ ュー ル 、 な らび に完 了 済 作業 の 質 に対 す る

監 視 ・

。 ユー ザ部 門 に 対 す る訓 練 。

'
この よ らに、異 る 組 織 的要 素 に も とつ い て、 技能 的 、機 能 的 多様性 が あ'

る どい う'ことは、 ナ セ に第 ∬章 で論 じた責 任 の分担 に対 応 す る もので ある。

そ れくままたこ 諸 作 業 、諸活 動 め 明瞭 な規 定 を伴 う、 プ ロジ ェク トの分 割

とい う考 え に も対 応 している δ

プ ロ ジ ェク トのた めの最 終 的組 織 構 成 が どあ よ うな もの で あ るに せ よ、

これ と関連 す る他 の 組 織 につ い て は明 確 に規 定 し、 文書 化 して おか なけ れ
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ぱ な らな い。 文書 が 出来 上 っ た ら、 プ ロ ジ ェク トに伺 ち かの関 係 を持 った

こ とに な る全 て の個 人、 グル ー プ、 組 織 に これ を配 布 しなけ れ ば な ら振 い 。

これ は 、次 に述 べ る計 画 作 業 の産 物 の一 つ で ある。

●

D計 画

プ ロ ジ ェク ト開 始 手 続 が動 き始 め、 開 発 の た めの ア プ リケ ー シ ョンが選

択 さ れた な らば、 プ ・ジ ェク ト立案 の 主要 な任 務 は 完 了 す る。 これ は、 プ

ロ ジ ェク トの規 模 や複雑 度 に関 わ らず 、他 とは 区別 さ汁 た必要 任 務 であ る。

そ の産物 た る プ ロジ ェク ト計 画 書 は、 プ ロジ ェク'ト ・マネ ジメツ トお よ

び コ ン トロール の四 基 本構 成要 素 の一 つ で あ る。'

1.目 的 お よび内容

プ ロ ジ ェ ク ト計 画 書 に は 二 重 の 目的 が あ る。-S-"

aプ ロ ジ ェ ク トに求 め られ て い る 産 出 物 あ る い は 用 役 を もだ らす た め

に 必 要 と さ れ る 作 業 を示 す 青 写 真 と な る 。

b進 捗 度 を測 る物 指 と し てSコ ツ ・ト'ロー ル の基 礎 を提 供 す る。

従 っ て 、 そ の 内 容 は 非 常 に 明 示 的 な もの で あ っ て 、以 下 の 事 項 を 含 ん で

い な くて は な らな い 。

・もた らす べ き産 出 物 の リス トを伴 う プ ・ ジ ェ ク ト目標 の 言 明 ・

・完 了 す べ き 各 フ ェ ー ズ 、 タ ヌ ク 、 ア ク テ ィ ビ ィテ ィ の リヌ ト

∵ プ ロ ジ ェ ク ト 。チ ー ム組 織 の 記 述 ∴ に'

・具 体 的 責 任 分 担 の チ ャー ト

・ リ ソ ー ス 見積 り

.プ ロ ジ ェ ク ト ・ス ケ ジ ュ ー ル ・'揮 七

・ プ ロ ジ ェ ク ト予 算
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L

・プ ロジ ェ ク ト完 了 に至 る ま で適 用 され る具体 的 な プ ロジ ェク ト ・コ ン

ト・一 ル手 続 の 記述b

2.計 画作 成

実 際 に おけ る プ ロ ジ ェク ト計 画 の作 成 は、 一連 の論 理 的 、相 関 的 ス テ

ップをた ど る こ とに な るoそ の よ うなヌ テ ップ あ るいは活 動 どは 次 の よ

うな もの で あ る〔

.問 題 分折"{:・'

…:実 施 ず べ き諸 作 業 の確 定r－

㌦ 必要 技 能 な らびに リソース の決 定

・入手 可能 リ ソー スの確 認

・時間 的、 リソーヌ的 要 件 の 見積 り

・担 当 者 の決 定 論 よび任 務 の ヌ ケ ジュー ル化

・チ ェ ッ『クポ イ ン トの決 定

・ プ ロジ ェク ト予 算 の作 成 。

以 上 の各 ス テ ップ は後 にざ らに詳 し く検 討 す る こ とに す る'。ご1ごで 重要

な こ とは、計 画 立案 者 は、 これ らヌ デ ップの 相互 依 存性 を充 分 に理解 しな

け れば な らない とい うこ とで あ る。 ∨

a問 題 分折'''''"1'

プ ゴ ジ ェク ト計 画作 成 の第一 歩 で は、 ア プ リ'ケー シ ゴン選 択段 階 に

お い て提 出 さ れ た問題 と、それ にまつわ る目標 の慎 重 な検 討 と分 折 が行

な わ れ る。 そ の なか には、 前 に述 べ た諸 要 素ーに よるシ ゴジ ェク ドの分

類 が含 まれ る。 こ こにお け る活動 の 産物 は 、 プ ・ジ'エク ドの 目標 が達

成 され た 際 に もた らされ るべ き産 出物 、 用 役 の宜リズ ドどい う形 に なゐ

べ きで あ るotl
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■

bフ 三 一 ズ と タス ク の 選 択 』

計 画 立 案 者 は 、 単 一 プ ゴ ジ ゴ ク ト内 に お い て 、 設 計 上 三 つ の レ ベ ル

を用 い る こ とが で き る 。 、1

(1)サ ブ ・プ ロ ジ ェ グ ト。 大 区 分 で あ うて 、 そ れ 自身 に 、 段 階 と 作 業

を 含 む 。.t/'tr.」 、

(2)フ ェ ー ズ。 関 連 す る複 数 タヌ ・ク の 論 理 的 集 合 であ 広t体 ど な っ

て 、 管 理 者 の 点 検 、 あ るい は 職 能 上 の 引 継 ⑳ 対 象 と な る ア ウ トプ ッ

tト を産 出 す るo

(3)タ1.xク 。 一 局 面 に お い て特 定 不 能 な作 業 単 位(ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ)

で あ っ て 、 い くつ か の 具 体 的 活 動(ア ク テ ィ ビ テ ィ)に よっ て 構 成

・ざ れ』る
04'・'

ザ ブ ● プ ロ ジ ェ ク トとい う単 位 は 、 開 発 プ ロ ジ.エ ク トが 非 常 に大 規 模 で 、

い くつ か の サ ブ ●シ ス テ ム を平 行 し て 開 発 し な け れ ば な ら な い と き に 用 い

ら れ る 。.一.'・ ・,

問 題 分 折 の 過 程 で 作 成 さ れ た産 出 物 の リ ス トを 用 い ても 計 画 立 案 者 は 、

こ れ を もた らす だ め に遂 行 さ る べ き 各 フ ェ ー ズ、'Lダ ヌ ク を 確 定 し'、・リ ス ト

化 し なけ れ ば な ら な い 。 標 準 化 さ れ た フ ェ ー ぶ タヌ ク の 例 は 、 実 際 の 確

定 、 選 択 の基 礎 と して 用 い1らLれ る。 こ の 標 準 的 リス トに 含 ま れ る プ ェ]∫女 、

タヌ ゾ の 例 を 、 こ こで 論 じる。 一 ・皐1

プ ロ ジ ェ ク トの要 件 を満 す た め 必 要 左 、 非 標 準 的 フ ゴー ズ 、・・`タス.ク を 設 ・

足 す る場 合 は 、 プ ロ ジ ェゾ ト ・ フ ェー ズ&ダ ス ク'。 リヌ トに これ を 記 載 し、

含 め て お か だ け れ ば な ら な い 。 以 上 ま で の全 過 程 は 、 次 め もの'と何 様 、 現

実 の リ ソ ー ス や ヌ ケ ジ ュ ー ル を考 慮 しな い で行 う ご とが 必 要 で あ る。

ct技 能 的 お よ び サヅ ー ヌ 的 要 件.;t・t、t.
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プ ロジ ェク トの フ ェー ズ&タ スク ・リス トが完 成 す る と、 次 に必 要

とな るの 賦 リス トに あ る各 タスク を遂行 す るに要 す る具 体 的 な諸技

能 を確定 す る こと で あ る。 この 場合 、標 準 フ ェー ズ&タ ス ン'○ リヌ ト

に ヌ ギル 、 マ ト'リシク ヌ が付 して あれ ば、 仕 事が楽 に なる で あろ ち。

マ トリック ヌが 存 在 しない場 合、計 画 立案 者 は 、 具体 的 な タス ク を

遂 行 す るに あ た って 最 も重 要 な技 能 は 何 か、 組織 内 でそ れ に よ く適合

す る職務 は どれか を決 定 しな け ればftら な くなる6

各 タヌ クに要 す る技 能 、経 験 は、人 員 を配置 す るの に役 立 ら よう、

ば っ き りと示 され『な けれ ば た らな い。 必要 とされ る典 型 的技 能 ど して

'ほ 次
の ような ものが あ る。

・調査 的技 能
。 デ ー タ収 集 、 シヌ テ ム ・テ ス トに際 して求 め られ る。

一伝 達 的技 能
。 進捗 度 の報 告、 文書 作 成 、 ユー ザに 対 す る'説得 に 際

して求 め られ る。"』/

・技 術 的技 能
。 プ ログ ラ ミ ングに 際 して求 め られ る。

「 一 ・分 折 的技 能
。 シス デ ム要件 を定 式 化 す るに際 して求 め られ る。

'
・ 創 造 的 技 能 。 詳 細 シ ス テ ム設 計 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ ・ ジ ッ ク の 定

式 化 に際 して求 め られ る。

各 作業 を、 特定 の人 間 で は な く、 具 体 的 な諸技 能 の組 合 せ を要 す る もの

と して と らえ る こ とに よ って、人 員 の活 用 に柔 軟性 が もた らさ れ る。例 え

ば 、 ユ'ごザ側 職員 も、一 定 あ デ ー タ収 集 を行 づだ'りご シヌ デ ム ・テ ス トの

結 果 φ診 断 を助 け た りす る こ とが'で きる し、デ'バ ッグに長 じた プピーグ ラマ

を、 プど グ ラムを書 くこ とに加 ゑ 全 プ ロ グ ラムの デ ス ク ・チ ご ジク とデ

バ ッグ に使 うごとカiで一きる。t・・ 一一 ・ 又

こ の よ う調 整 を行 うた め に は、 デ づ ・プ ・セ シ ングの 管理 轟 、 ユ
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一ザ とDP部 門 の職 員 に よ って 作 成 され た技 能一 覧表 を持 つ ことが 必要 で

あ る。 これ は普 通 非 公 式 に行 な われ る こ どで あるけ れ ど も、 大 きな組 織 の

場 合 に は、 正式 の技 能 表(ヌ キル ・イ ンベ ン トリー)を 作 成 し、・定 期 的人

事評 定 に合 わせ て更 新 して ゆ くこ とが望 まれ よ う。

技 能 一 覧表 は、 詳 細 タス ク概 要 ど相 ま って、 タヌ ク と手 持 技 能 の対 比 分

折 に使 用 し、現 実 的 な ス ケジ ざ一 ル を作成 す るた め に役 立 て る こ とが で き

る。 人 的技 能 以 外 の リソ ース に つ い て も・、洞 じ よ うに して、 確 定 して ゆか

な けれ ば な らな い。そ の よ うな リソー スの中 には 、 デ ニ タ書 換 え サ ー ビス、

印刷 、 複写 サ ー ビヌ、 テ ヌ ト鉛 よび コ ンパ イル用 の コ ジ泥 土÷ タ'タ イ ム、

ソフ トウェア ・パ ッケ ー ジそ の 他 のサ ー ビス が含 ま れ る。 特 別 の ドキ ュメ

ン テー シ ョンお よび ライ ブ ラ リ ・サー ビス の よ うな 、事 務管 理 的 援 助 の サ

ー ビヌ も同 じ く確 定 して おか なけ れ ば な らない
。

d使 用可 能 リソー ス の確 定 ∫Fい",∴ 　 1't'・

フ ェー ズ&タ ス ク ・ リヌ トが 完 成 し、技 能 的 、川 ソ ー ヌ 的 要 件 が 確

定 してか らは じめ て計 画 立案 者 は、 使 用 可能 リソ 一家の 確 定 に着 手 す

る。'この 段 階 に お い て、前 に述 べ た技能 一 覧表 に照 ら し合 せ て、必 要

技 能 が組 織 内 の どの職 務 に対 応 す るかが決定 され る。

・次 に、 リソーヌ運 用計 画 書 を参 照 して
、諸 技 能 の実 際 の 使用 可能 性

を確 め、 どの程 度 の リソ ース投入 を行 うか を決 定 しなけ れ ば な らな い。

,使用 可能 な技 能 が決 ま った ら、 計画立 案 者 は、使 用 可 能 性 の程 度 を

具 体的 に定 め なけ れ ば な らない。 例 えば、1週 間 の うち の フル ダイ ム、

パ ー トタイ ムの 回数 、 使 用 可 能 な期 間 な ど。 同 じ く、'計画 立案 者 は、

所 要技 能 を存 ず る職 員 の標 準 賃 率 に関 す る資料 も入手 しなけ れば な ら

、な いo'・;
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'人的 リソ ース以 外 の標 準単 価 につ いて も これ を決定 あ るい は入 手 し∵

ザ ソース の 源泉 も確定 した けれ ば な らない 。'・ 一

この 段階 で計 画 立案 者 は、・最初 の 問題 に直面 す る。す なわ ち、技 能、

リ ソー ヌ に関 す る必 要性 と使 用 可能 との不一 致 で ある。技 能主 、・'リソ

ー ス上 の ギ ギ ップを埋 め るた めの方 策 には次 の よ うな ものが あ るo『

・大組 織 で あれ ば
、 他 の営 業 部 門 で必要 な技能 を求 め る。 ・・

・部 門内 の職 員 を訓 練 して欠 け て い る技 能 を補 う。 ㌧

・一以 下 の方 法 で部 門の ス タ ッフを増 強 す る。

。 必 要 技能 を有 す る専 門 家 を 雇 う、

。 装 置 納 入 業者 の 援 助 を利 用 す る、'

"・ 外 部 企 業 と技 能 提 供 契 約 を結 ぶ
。

。 ギ ャ ップ をその ま ま に し、 適切 な リソー ス を欠 ぐ/作業 実施 に

よ り、 有害 な影 響 が発生 し うる こ とを充 分 認識 レだ ケえ で、 プ

ロ ジ ェク トを進 め る。

e時 間 的 ・ リソー ス的要 件 の見積 り

計 画 作 成 に おけ る この 段階 は 、各 々 の必 要 タヌ クを達 成 す るた めめ

所 要 リソース 見積 りを行 うこ とで あ る6良 い 見積 互を行 ケためκ 嵐

当 然各 作業 を構 成 す る ア ク テ ィ ビデ ィ の 内容 が 知 ーられ て い な けれ ば

な らない。 「努力 水準 」 の見積 りが行 な われる の:は ごの段 階 に 競い て

で あ る。努 力 水準 を示 ず 単 位 は/)、「人 ・日」＼ 一「CPU'時 間 等1時

間 に結 び つ け られ た もの・に な るで あろ う。計 画 作 成に おけ る^この面 に

つ い て は、 本 章E節 で さ らに詳 し く論 じる こ とにす る。

fリ ソー ヌ の配 置 と、プ ロ ジ・エク ト ・ス ケ ジ ュー ルめ作 成ll

次 に計 画 立案 者 は、 リソー ス要 件 お よび 使用 可 能 性 に関 す る情 報 、
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努 力 水準 見積 りを用 い て、 各 』ダヌ グ 匠具 体 的 な人 員配 置 を行 な わ なけ

れ ば な らない。 そ の際 に は、 出来 るだ け適材 適 所 に 心が け 、 タヌ ク完

了 に要 す る と見積 られ る期 間作 業 に従 事 で き る よう各 個 人 を確 保 す べ

き で ある。 この段 階 が進 む につ れ て、 プ ロジ ェク トの総 経 過 時 間 が 、

ヌ ケ ジ ュール とい う形 態 を と って 明 らカ・にな って くる。 同 じ く この 時

期 に決 定 され る もの と しでは 、最 終 的 な プ ロジ ェ ク ト・㍉チ ニ ムの構 成

お よび具 体 的 な責 任 分担 の チ ャ ー トが あ る。 ヌ ケ ジ ュー ル作 成 の諸 側

面 に関 して は、 本章F節 で さ らに詳 し く論 じる こ とにす る。

gチ ェ ッグ ポ イ'ン トめ決 定tt4

計 画立 案 者 は 、 プ ロ ジ ェク トの ヌ ケジ ュール全 体 に融 け る一連 の チ

鯵
エ ック ポ イ ン ト を決 定 し なけ れ ば な らない。 ヂ ェ ック ポ イ ン トとは 、

プ ・ジ ェク トの存存期 間 中 で、管 理 者 が通 常以 上 の注意 を払 うべ き、

特定 の時 点 をい う。'そ れ らは、 責任 分 担 に お げ る 「結 果 に対 す る責任」

の部分 が監 査 され る時 点 で あ る6・ 』1

チ ェ ッ ク ポ イツ ト'に ぱ五 つ の タイ プが あ り.、二その使 用法 と合 わせ

でG節 で説 明 を行 うo・"

hプ ロジ ェク ト予 算 め作 成

次 に計 画立 案 渚 は{・'これ ま で の計 画 作業 め結 果 を集 約 レ、 リゾー ス

め投入計唖 、潅 注i間 中に紺 るプ`・九 ク 濱 蔽 …瀧 変完繍1

政計醗 蔵 し紺 ればなち ない.こ の音画 内輪 、一さらに、客 期間

『中
にお け る フ ェー ×毎 、 タス ク毎 の経 費 に細分 され る。『1こ⑳ 予算 ば 、tt

そ の た めの財源 も確 定 す る もの で あ るべ きで あ る。t:-l

i計 画 の点 検 な らび に承 認

計画 過 程 の最終 段階 は 、計 画 に対 して利 害 を有 す る組 織 内 の各 レベ ル
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に よる点検 で あ る。 点検 者 ど して は、最 低 限、・下 記 の 者 が含 ま れ る。

'プ ロジ ェク'ト ・チー ムの主要 メ ンバ ー
、、

・デ 山 歩 モプ ロセ シ ング部 門 の 管理 者
、

',ユ ー ザ部 門 の管 理 者 、

'最 上級 管理 者
、'すな わ ち、組 織 内 で 、 プ ・ジ ェク トの正 式 承認 と、 そ

の た め の経 費 支 出 の レベ ル に関 す る承 認 を行 う権 限 を有 す る最 高 責 任

者 。

3計 画 作 業 の動 的 過程

プ ロ ジ ェク トの計 画作 成 は容 易 な過程 でぱ な 硲。:計画 立案 者 がた ど ら

なけれ ば な らな い い くつ かの ヌ テ ップを見 れ ば この こ とは明 らか であ ろ

、う。 しか も、計 画書 が完成 した か ら とい って、 計 画 過程 ぼ ま だ終 了 した

わ け では な い。 計 画 作 成 は 、 プ ロジ ェク ト全 体 を通 じて繰 り返 され る ダ

イナ ミック な プ ロセヌ で あ る61こ の 「プ ロジ ェク トの 青写 真 」 を決 定 す

る尺 度 の 一 つ は時 間 で あ って、 これは将 来 に関 わ る もの で あ る。従 づて、

計 画 立案 者 は、;様 々な レベ ル の不確 定性 に対 処 し浸 け れば な らない◎ 作

業 の進 行 に伴 って環=境 も変 化 し よ うし、優 先順 位 が変 更 され 、 目標 が 修

正 さ れ るか も しれ ない。 ま た、実 際 の作 業 達 成 度 もミ 当初 の 予測 とは必

ず し も一 致 しない で あろ う。 この よ うな こ とが起 った場 合 、計 画立 案 者

は 、 事態 の計 画 に及 ぼす 影 響 を測 定 し、仕 事 の 再見 積 り,を行 い 、 リソー

ス運 用 ス ケ ジ 三「ル を変 更 し、必要 な らば新 た な行 動 計 画 を作 る よ う勧

告 を行 な われ な けれ ば な らなら6こ の よ うな反復 過 程 は、 プ ロジ ェク ト'

全 体 を通 じて行 な わ れ てゆ くもの で あ る。
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Eリ ソー ス の見 積 リ

プロ ジ ェク トー完 了 に要 す る リソー ヌは 全 て 確定 さ'れ、.その投入 の 程 度 も

決 定 され なけ れ ば 左 らない。 そ の 中 には 、最 も貴重 な資産 であ る、 入 、機

械、 資 金 が含 ま れ る。 これ らは ま た、特 殊 な持 続 的資 産 で あ る時 間 と も関

連 づ け られて い る。・

1.見 積 りめ 目的`

見 積 りを行 う目的 は 次 の と う りで あ る。

・リソーヌ要 件 を具体 的数 値 で表 わ す こ と、

・測 定 単位 を示 す こ とに よ り、 コ、ン トロー ルの た め の基 盤 作 りを助 け る

こ と、 ..1

・プ ロジ ェク ト予 算 の ための 基礎 を提 供 す る こ と
。

・・限 られ た リソース に対 す る プ ロジ ェク トか らの要 求 の程 度 を明へらか に

す る こ とに よっ て・管 理 者 の プ ロジ ェク ト実 施 可 能性 に関 す .る判 断 を

助 け る こ と。

2.見 積 りの た めの ル ー ル1'"1

見 積 りに は将 来 に対 す る予 測 が伴 う。従 って、1それは不 確 定 性 を取 り

扱 って い る わけ で あ る。誤 差 を最 小 限 にす るため に、次 め 四 つ の基本 ル

ー ル に従 うこ とが望 ま しい
。!

aあ る タス ク に要 す る努 力水 準 の 見積 りを行 う前 に、 そ の 内容 を出 来

るだ'け詳 し く知 る こと。

見 積 りとは、 所与 の タヌ ク を達 成 す るた めに要 す る時 間量 に関 す る

一 つ の予 測 で あ る。'そ こで、'良 い見積 りを得 る ため にはぶ 各 タス ク を

構 成す る ア ク テ ィ ビ テ ィの 内容 が 予 め知 られ て いな け れ ば な らない、
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とい う ことに なる。 既 知 の情 報 が多 くな るほ ど、 不 確定性 や見 落 しの

余 地 が 少 くな る。

bあ る 夢人 クの 詳 細 見積 り,は、.その タヌク.の前提 条 件 を なす他 の タス ・、

ク完 了 ま で、 出来 る限 り遷延 す る ことg

従 って 、 プ ・ジ ェク トを通 じて 、色 々な レ ベル に お け る見積 りが 行

な われ る こ とに な る。 シヌ テ ム開 発 活動 の予 備 的見 積 りは 、 システ ム

研 究 局 面 が完 了 した後 、 確 定 的詳 細 見積 り となって くる で あろ う。プ

ロ グ ラ ミン グに関 す る詳 細 見積 りは、 プ ログ ラム仕 様書 が わ か るま叉

は行 うこ とが で きな い。

プ ロ・グ ラ ミング 作 業 に 関する 最初 の 見積 りは、 シス テ ム設 計 終了 時,

に精 密化 す る こ とが で き る。 もっ ぱ ら、 近 接 し、 詳 細 の知 られ た 、タ:ス

ク に も とつ い て見 積 りの確 度 を保 ち、 そ れ に よって見積1り:手続 .O.r貫

性 褒維 持 す る ことは 、一 般 に プ ロジ ェ ク ト ・リー ダ の責 任 ・で.ある。、 川 ・

c,ぴ か え 目 で ある こと。: t..:一 ・:・、'・

ひ か え 目 で あ る とい うこ とは、 「見 積 りが終 った ら、 そ れ を:2倍 せ 、

よ。」 とい う よ うな こ とでは な く、 「現実 的 で あれ。 」 と昼 うζ と㌔雪・ ・

あ る。 例 えば ボ あ る特 定 ρ作 業 が24人/時 間要 す る ど見積 られ た上

す る。 これ を人/日 に 直 す 時 に は 、3人 イ 日で は な く4人/目 上 見

積 る。 そ の組 織 では1日8時 間労 働 が標 準 と力 、って い るか も知 れ な 巨

がほ 顔 警 関する研究に劫 ば・8・・蝋91う 鎮 レ唯 産的願 は

6時 間 であ る とされ て い る。従 って、24人/時 間の 仕 事Kは 、14人/

日 を要 す る とい うζ とに なるので あ る。 ,{

同様 の考 慮 が人/月 ・ 人/年 といっ た大 さ な量 を見積 る場 倉 に も払

わ な け れ ば な,らないg ,・従 業員 の疾 病、 欠勤 、 休 日、 休 暇 等 の要 素 が考
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慮 され て靖 い見勧 を提 出す る ことは非嫉 的 であ り鯵 任 熱 る・
、

d出 来 れば、作業実績 に責任 を負 う主要担1当者の意見 を見積 り過i程に

生 かす よ うにす る こと。

ttこれ は い くつi)1の .こ・とを意 味 す る。第 ← に ・1特定 の タス 久 ア ク テ

ィ ビテ ィ に関 して最 もi.よく知 って い る者 が そ の知 識 と経 験 を生 か し、

て見積 り作業 に貢 献 す る とい う ことで 蔭 り、 これ は、 第 一 の!レニ ル、互 .

支 え る こ とに な るo

第 二 に、 そ の作 業 を実 施す る こ とにな っk・どき、人 々は何 が求 め1ら

れ て いる か を充分 わ き まえ てお り、、一 般 的:に仕 事 につ い て の責任 をエ

く引 き受 け る よ うに た る。 .とい うの は、彼 らの 意見 が妥 当 な見 積 りを

出 す た めに採 り入れ られ てい るか らで あ る。

第 三 に、 これ を通 じて 、 主要 メ/バ でが 、 プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ

ン トの考 え方、 手法 の訓 練 を受 け る こ とに な る。

3・ 見積 りの技 法 . ,L・L・T・'一

見 積 .りには い くつ かの や り方 があ る 。 毛 の.なか には 、歴1史 的方 法 、 直

感 的 方 法 、媒 介 公 式 を用.いゐ 友 法 》.標準値 を用:い る方法 な ε が あゐ・。、

a歴 史的方法

歴 史 的 ア プ ロー チに お い て は、 現 在 の プ ロジ ェク トと過 去 ρ 類 似 プ

ロジ,エ.ク トが比 較 され る。 両者 の異 な る点 を明 らか に し、前 の プ ロ ジ

ェ久 ㌧に費 さ れ た時 間に 調 整 を加 え て》.新 プ ロジ ェク トの 見積 りに用 一

い:るゆ標 準 が存 在 しな い場 合、 こρ歴 史 的 ア ブ ・一チ に,.よっ て信 頼 す

る斥足 る見 積 り1を得 る こ とが で き∂噺倶 しい そ の た め には 、 本 当 に比

較 し汐 る ・よ う室 ズ ロ`ジェク トを と り上 ば㌧ 鵬3㌧ 時 間 呉 つ い て2良 好

な記 録 が と られ て い る.こ と が 必 要 で あ る。、.,, 、,、,
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マ

b直 感的 方 法

これ は、 見積 りを行 う個 人 の経 験 と能 力 に大 き く頼 るや り方 で あ る◇

これ は、 「勘 」 に よる方 法 な ど と呼 ば れ た りす るが 、 ,見積 り者 が鋭

い直 感 力 を有 してい る場 合 に は、非 常 に よい結 果 が得 られ る場 合 が あ

る。 こ うい っ た場 合 は、 その 見積 り者 は 、(自 分 の経験 どい う)歴 史

的方法 と、 自分 独 自の 作 業 標準 値 を組 み合 わ せ て用 い てい るので ある。

c媒 介 公 式

見積 りの た め の媒介 公 式 には 多種 多 様 の もの が ある。 これ.らの公 式

は1あ る種 の タヌ ク、 す なわ ち、識 別 、測 定 が は っ き り と出来 る一 定

の パ ラメー タを 有 す る もの 、 をそ の基 礎 と して い る。 これ らの パ ラメ

ー タが全 体 に 及 ぼ す影 響 が前 も って測 定 され 、経 験 的 に 両者 の関係 が

確立 される。:そ の例 を い くつ か示 す。 ∵"

d作 業実 績 標 準':・it:'"∴ ・

標 準値 に よる方 法 は、 そ の値 を得 る に充分 な だ け度 々行 な われ る よ

うな作 業 に対 して適 用 す る と よい。 作 業方法 標 準 は{こ仕事 の や り方 を

規定 し、実 績 標 準 は 、'作業 時 間 に対 す る期 待 値 を定 め る♂ 最 終 的 見積

りは、担 当 者 の能 力 に よ って色 々変 っ て くる。

4.見 積 りの表 示

デ ー タ ・プ ・セ シ ング ・プ ・ ジェク トの欠点 と して最 も屡 々語 られ る

こ との一 つ は 、 見積 りの不 正 確 さ に関 す る もの で あ る。 ユー ザ あ る いは

最 上級 管理 者 に 提 示 され た見積 りは、 必 らず プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ジ ャに

は ね返 らて き.てsI実 際 には そ の通 り達 成 出来 そ うも ない彼 を悩 ま せ る こ

と にな る。 しか し、明 らか な こ とは ×見積 りとい うもの は、 どん な 時 で

も誤差 を含 ん で い る とい うこ とで あ る。 そ こで何 が求 め られ てい るの か
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といえ ぱ、 そ れ は、 ユ ーザ側 お よび最 上級 管 理者 に 対 して、'見積 りが ど

の程度 正 確 な もの で ある か を伝 え る述 を見 出す こ とで あ る6

見 積 りは、将 来 に お け る作 業 実 績 を予 見 す る もの で ある こ とには異 論

の与地 が ない。従 って 、 そ れ ぱ不 確 定性 に対処 してい るのである。'予 見 す

る先 が遠 くな れば な るほ ど不 確 定 性 も増 加 す る で あろ う。'ユ ー ザ側 管 理

者 も最 上 級 管理 者 も、 自己 の分 野 での不 確 定 性 を処理 す る こ とに は、 既

に慣 れ て い る。 販 売予測 に齢 け る信 頼 度 や 確率 因子 、 「投 資収 益 」 分折 、

割 引現 金 あ るいは 種 々の割 引率 に よる 「現 在価 値 」等 の考 え方 は 、 この

こ との反映 で あ る。 キ ャ ッシ ュ ・フ ・一分折 とい うの も よ く用 い られ る

方 法 であ る。 これ ら と1司 じ技 法 を用 い て、 デ ー タ ・プ ロセ シン グ に おけ

る見 積 りを表 示 す る方 法 を示 す 。

5.シ ヌ テ ム開 発 見積 りの方 法

シス テ ム開発 過程 は、 色 々な意 味 で他 の研 究
、 開発 活動 に類 似 してい

る。 しか し、 シヌ テ ム担 当部 門 は 、通 常 、 他 の研 究 開発 活 動 よ り も更 に

前 も って 、 より精 密 で正 確 な見 積 りを出 す よ う求 め る組 織的 位置 に置 か

れ てい る。 また 、 見積 りの た め の充 分 な時 間 も与 え られ ない の が普 通 で

あ る。 プ ロ ジ ェク トの初 期 の段階 か ら、 す ぐ簡単 に採 用 で き、 しか も使

い もの に な る現実 的 な見積 りの 得 られ る方 法 を有 す るの は役 に立 つ こ と

で あ る。 本 コー ヌ で提 示 す る ア プ ローチ は、 シヌテ ム開 発 リソ ーヌ要 件

に影 響 を及 ぼ す、 次 の二 つ の主 要 な要 素 を考慮 に入 れ そ 伝 る
。

・シ 治 テ ム開発 の対 象 とな る活動 領 域 の 巾 と複 雑 度

"ア ナ リズ トが行 なわ なけ れ ばな らな い研 究
、 分折 、 設 計機 能 の タイ プ

'と複 雑 度 ・'㌧ 三'

a・ シース テ ムめ 巾 と複 雑 度 の見 積 吻
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ビジ ネス 用.デ ー タ ・プ ・ロ'セ シ ン グ ・、シ ヌ テ ム は み な、 一 定 の 標 準 的

シ ヌ テ ム機 能 に よ り特 徴 づ け られ る。,(数 学 的 あ る い は 技 術 的 ア プ リ

ク ー シ:,ヨ、ンに つ い て も同 ・じ・よ うな リス トを作 る こ どが で き る 。 う これ

が 全 て で依 な い が'、 そ の よウ な 機 能 に は 次 の よ うな も の が あ る。

・デ ー タ収 集 一 ・・ ,○ ・ い

・デ ー タ編 集

一誤 り訂 正
、

・デ ー タ配 列

・照'合

一・一計 算 ・ 、.∴ 一、パ

・デ ー タ伝 送

・ マ ヌ タ ー 。テ ー プ ・ リ フ ァ レ ンヌ ∴d

令・7ア イ・ル ・メ ン テ ォ ン ス

ー'フ プ イノ・更 新

c質 問 回 答.

・プ 一 夕砂 鉤

・ レボ ー ,ト作 成

:ペ プ リ ン トお よ び デ ィ ヌ プ レ イ

'1
・n.グ作 成 お よ び コ ン ・ト?一 ル ・

以 上 の 各 機 能 に つ い て 一 定 の 質 問 が 提 起 さ れ1そ れ に 対 す る 回 答 に

よ り、 シ ス テ ム全 体 の 複 雑 度 の概 略 が 与 え られ る。 こ れ らの 質 問 の ほ

ん ど は 、 数 値 で 、 あ み い は・「然 り、 否 」 で 答 え る も の と な ろ う。 宅
、

して 、 シヌ テ ムの相 対 的複 雑 度 を計 る物 指 と、 シス テ ム概 要 、 フ ァ

ル概 要 、 レ ポー ト概 要 の表 示法 を得 るため の 簡 単 な方 法 が与 え られ
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『る こ とに な るよ そ の諸 例 につ いて の討 論 が行 なわ れ る
。

bア ナ リ.スト機 能 の複 雑 度 見積 り'

ア ナ リヌ トが 営 む 通 常 の機 能 と して は 、 次 の よ うな もの が あ る。

・デ ー タ収 集

tI㌦1オ ペ レ ー シ ョン の統 計 お よ び ドキ ュ メ ン テ'一 シ ョ ン を収 集 す る、

'
・'1:・・ イ ン タ ビiユ ー を 実 施 す る、

。・ プ ロ セ ス を観 察 す る、

・ フ ァ イ ル や レ ポ ー 』トを 集 め る
、 〉㌧ 川

・ 現 行 シ ヌ テ ム を 記 述 す る 。

・デ ー タ分 折

・ 各 フ ァ イ ル
、 文 書 を分 析 す る 、

・ 情 報 利 用 の 相 関 関 係 を 把 握 す る
、

。 機 能 上 の 諸 要 件 を 明 示 す る
、

):一 ・、、 、'。 設 計 代 替案 を複 数 開 発 す る。

'シ ヌ テ ム設計

・ 新 しい ファ イル を設計 す る、

∵'→新 氾 恒皐ア ウ トプ ッ'ドを設 計 す る、'"``ノ ∵

・1新 しい イジ プ ッ トe'ttt計 す る 、-'

・'11'・新 しい手続 を設計 す1る、'

tisO新 しい グ ・グ ラム仕様 書 を設 計 す る6

'先 た述 べ た シス テ ムの複雑 度 とそ の記述 方 法 は、 この ア ナ リン ト機

能 に関連 さ せ る こ とが でき る。例 えば 、 も し、 デ ー タ収 集 点 が ち0あ

・る どい うこ とに なれ ば、 ア ナ リス'ト と して は、 多 分、そ の50ケ 所 に

つ い て統計 を と り、'イ ン タ ビ ュー や訓 練 を行 宏 う よ う計 画 し 浸け れ ば
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な らない で あ ろ う ことが 推測 で きる。 この ように両者 を マ ッチ させて

い くこ とは、 シス テ ム開発 プ ロジ ェク ト諸 作 業 の詳 細計 画 をた てる:こ

とに役 立 つ 。

6.プ ログ ラム開発 見積 りの方法' .

。 プ ログ ラ ミン グに おい ては 、 何 を なす!Sき か 、 とい計う点 に関 す る限 り、

その 作 業 は明 瞭 に規定 さ れ て い る。 従 ってぷ そ れ は標 準 を用 い る の に適

して い る とい え る。 しか し、 実 際 に は 多 くの変 動要 因が あ って、・作 業達

成 に要 す る努 力量 に影響 を与 え る。 そ れ らの変 動要 因 に億 次 の よ・うな も

のが あ る。

.ハ ー ドウ ェア上 の考慮

・ソ フ トウ ェアの能 力
..'

・プ ログ ラム言語 ..・

・職 員 の技能

・ア プ リケー シ ョンの タイ プ 「"

・ プ ログ ラ ミン グの方法 標 準

・ プ ・グ ラ ムの特 性
.1、 ・

プ ログ ラムの特性 につ いて は、 二 つ の要 素が 支配 的意 味 を有 す る。 第

一 は プ ログ ラ ムの サ イズ で あ る
。t.tこ,こに おい て、 実 際1に要 す る イ ンス ト

ラク シ ョ ンの数 を特 定 し よ うとす る こ とは実 際 的 なや り方 で は ない。 プ

ログ ラムの サ イズ と遂 行 す べ遠 具体 的機 能 の数 を関 連 させ るほ うが
、 よ

り有意 義 で ある。 例 えば、 あ る プ ログ ラムは、 四つ の機 能 、 す な わ ち、

編 集 、 フ ィー ル ドの 分類 、,〔 ス ター ・フ ァイ ル更新ミ 結 果 の書 出 し、 を

行 な わ なけ れ ば な ら郵 ぺ ・な どであ る。 そ しで、果 す べ き機 能 が5個 以

下 の プ ログ ラムは 、・.「小 」へ 分類 す る よ うに した りす るの で あ る。
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第 二 の 主 な要 素 は、 プ ・グ ラムの複 雑 度 で あ る。 プ ・グ ラムの複雑 度

は以 下 の 要因 で変 って くる。 、,・ ..'

一プ ・グ ラ ムが取 扱 う入 ・出 力装 置 の種 類 の数

・プ ログ ラムが 操 作 す る ファ イルの数 と タイ プ

・・必 要 な計 算 の 長 さ と複 雑 度 .(演 算式 お よび論 理 上 の諸 要 件)

・オ ブ ジ ェ ク ト1タ イ ム効 率 に関 す る具体 的 要 件 の程 度

ピ自動保全装 置 に関す る要 件の性格 と程度

複雑 度 の レベ ルは 、以 上 の項 目や、 そ の部 門 の 必 要 を反映 した他 の要

因 に もとつい て決定 す る こ とが で き る。所 与 の サ イ ズお よび 複雑 度 を有

す る プ ログ ラム を完 成 す る た めの必 要 時 間 につ い て は、 担 当部 門 に おい

て 、標 準 値 を決 定 してお くこ とが望 ま しい。 そ の標 準値 は、 一 定 期 間 中、

そ れ ぞ れの プ ログ ラムの サ イズ、 複 雑 度 の格 付 け、 実際 の所 要 時 間 に関

す る記 録 を とる こ とに よって形 成 して ゆ くこ とが で きよ う。

標 準 が出来 上 っ た と して も、 そ れ は プ ログ ラ ミン グ見積 りの出 発 点 と

して用 い られ る の で あ って、実 際 の値 は、プ ロ グ ラマ 個人 の経 験 に も

とつ い て調 整 す る とし?う こ とにな ろ う。

コーヌ参 加 者 は、 プ ログ ラ ミング標 準 値 の一 例 を作 成 す る機 会 を与 え

られ る。

以 上 の諸 要 素 が プ ログ ラ ミング に要 す る時 間 量 に影響 を及 ぼ すの で あ

る が、 仕事 全 体 を終 え るに要 す る総 経 過 時 間 を見 積 るた め に は、 それ 以

外 の要 素 に つ い て もは っ き りさせ てお か なけ れ ば な らない。 そ の よ うな

要 素 は、 部門 に お け るオ ペレ ー シ ョンの ス ケ ジ ュール と関 連 してお り、

次 の もの が含 ま れ る。

・プ ログ ラム と テス ト・デ ー タの キ ーパ ンチ の た め の ター ン ・ア ラ ウン
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ド ・ タ イ ム

ベ 　

・ コ ン パ イ ル の た め の タ ー ン 。 ア ラ ウ ン ド ご タ イ ム

・ テ ス ト 。ス ケ ジ ュ ー ル1お よ び そ の 方 針

7.装 置 リ ソ ー ヌ の 見積 り

人 的 な 「努 力 レベ ル」 の 見積 りに加 え て、機 械 リ ソース'の見 積 り'も行

なわ なけ れば な ち ない。'こ の装 置 リソーヌの 見積 りは 、 プ:ジ ェク トb

実 施 の た めの もの に限 っ て行 な われ るの であ って 、 プ ・ジ ェク トの 目標

の一 つ で ある。 「装 置 の選 択 」 と混 同 して は な らない。 これに は、'下記

項 目 に関 す る見 積 りが 含 ま れ る。

'
・ キー ・パ'ンチ ・サー ビス 方 らびにそ の他 の デ ー タ準 備 援 助

'
・ コ ンパ イル に関 す る プ ログ ラ ミン久 お よび個 別 プ ログ ジ ム単 位 め テ

ス トの ための ハ ー ドウェア ・シヌ テ ムか ら¢援 助

・サ ブ 。シス テム お よび シス テ ム ・テ ヌ トの た めめ 八 一 ドウ ェ÷ ・シヌ

テ ムか らの援 助

・変換 な らび に導入 の た めの全 て のハ ー ドウェア要 件 。

以 上 の見積 りは、 リソー ス運 用計 画 書 と併 せ て、装 置 の使角 苛能性 や、

場 合 に〆よらて は ヌ ケ ジ ュー ル上 の制 約 を決 定す るの に利 用 す る。

8.資 金 リ ソース

最終 的 に、 以 ニヒ全;(rの リソー ス 見積;ぱ 、金額 で表 わせ る よ うにrなる。

'こ れ に ょ
って、実 際 の リソ ーヌの ス ケ ジ三]リ ン グ に続 い て行 な われ

る、 予 算 作成 の基 礎 カミ与 え られ る こ とに な る。 こ こで 開発 プ ロジ ェク ト

見積 用書 式 の一 例 を検 しご そ の 他 の バ リエ ニ シ ョン たつ い て の議 論 も

行 な う,、'
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Fス ケジ ュール'作成

ス ケ ジ ュー ル作 成 作業 は、 今 ま で の全 て の仕 事 が、 明確 な形 を と って集

約 され て ゆ ぐ段階 で あ る。 今 ま で の努 力は 、 各 タイ プめ リソー ヌ が どの程

度 必要 か↓ そ して どの リソース が 使 用可能 か を決定 す るこ と'に向 け られ て

い た の に対 し、 今 や、計 画 立案 者 は、 そ れ らの全 て を ま とめ上 げ て 、 プ ロ

ジ ェク トの見積 り経 過時 間 が 明 か に な り、 「い つ」 各 タヌ クカミ完 了 す るの

かが決 定 で きる よ うに し なけ れ ば な らない6'

ヌ ケ ジ ュー リン グの 目的 は 次の よ う'なも'ので あ'る
。

・使 用 可 能 な リソー ス とそ れ に適 した タヌク とをく ッチさせ る こ'と

・必要 な タス クが達 成 され
、 またス ケ ジ ュ ごル上 の制 約が あれ ば そ の枠 内

で 、最 も有効 な リ ソー ス利 用 が な され る よ う、 割 り当て の調 整 を とる こ

と

・各 個人 とプ ・ ジ ・ク ト ・'チー ム に対 し
、 脈 見 え るゴー,レを与 え る こ と

・組 織 全体 にお け る意思 疎通 の 用具 ど して役 立 つ こ と

●具体 的 な タイ ム テ ー ブル を与 え
、 そ れ に対 比 して進 捗 度 を評 価 で き る よ

うにす る こ と。'll

以 上 の 目標 を実 現 す る た め に色 々 な技 法 を用 ら る と とが で き る。 値 入 に

対'し て、 複 数 め 任務 を平 行 して与 え る こ との長 短 が ここで論 じ られ る;同

様 に、 互 い に独 立 した長 期 的 活 動 と短 期 的活 動 を交 互 に割 り当 て て仕 事 を

さ ぜ るや り方 につ い て も検 討 を行 な う。'一'

ス ケ ジ'ユー ル を図 示 す るた め には
、 い くつか の方法 が あ る。 しか し、 そ

の ほ とん どは 、 ガ ン ト ・チ ャー トか ネ ッ トワー ク ・チ ヤニ トの バ リ己 一 シ

ョンで あ る。 ・

1.'ガ ン ト ・チ ャ ー ト'"
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この チ ャー トは、 異 な る フ ェー ズま たは タス ク の時 間関係 を示 す の に'

優 れ た方法 で あ る。 チ ャ 「 トの横 軸 は普 通 、 暦 の単 位 で表 わ され た 時 間

を示 す。 表 示す べ き各 フ ェー ズ ま たは タヌ・ク を表 わ す横 棒 は、 そ の 両端

が予 定 開 始 日と完 了 日に一 致 す る よ うに描 か れ る。平 行 す る、 ある い は

重 り合 う・、 フェ ーズ や タヌ クは 、 図上 の一 ・ケ所以 上 で同時 作 業 が行 なわ

れ る こ とが示 さ れ るた め、 は っ き り表示 され る。 実 際 の進捗 度 は 、横 棒

に直接 、進 行状 況 を記入 す る こ とに よっ て、 あるい は 、計 画 を示 す棒 の

隣 へ 実状 を表 わす 別 の棒 を描 く ことに よって 示 す ことが で きる。 予 定 さ

れ た 主要 な イベ ン トまた は 「里 程 」 は、 チ ャー ド上 に は っ き り ど示 され

.る。 さ らに また、 図上 に人 的、 機械 的 負荷 の カー ブ を書 き加 えて 用 い る'

・こ と もで きる
。 チ ャー トの 内容 は、 何 の専 門的 技能 が 友 くて も、 解釈 、

理 解 で きる ため、 コ ミュニ ケー シ ョンの ため には 非常 に よい手 段 とな る。

しか し、 これ に よっ ては 、諸 々の タス ク間 の 相互依 存 関係 が は っ き り

しな い し、 予定 完 了 日を満 足 させ るた め には 、・どの タヌ クが最 もク リテ

ィ カルか とい う こ とも明 らか には な らない 。-

2.ネ ッ トワーク ・チ ャー ト

PERTあ るい はCPMチ ャ ー トを使 用 す る と、 ガ ン'ト。'チャー トに

は な いい くつか の は っ き り した利 益 が得 られ る。 第一 に、 ネ ッ・トワー ク 。

チ ャー トを作 成 す るた め に は、 諸 タス クあ る いは ア クテ ィ ビテ ィ間 の相'

互 依 存関 係 が明 らか に な らなげ れ ば な らない。 それ を明 らか に しで ゆ く

過 穆 そ れ 自身 が、 第 二 の利 点 、 す な わ ち、 徹 底 した計 画 作 成 を うなが す

とい う乙 と{を もた らす。'

そ の他 の利 点 と して は、 「ク リテ ィカ ル ・パ ス」 が確 認 され る こ と、

リソース や要 件 上 の変 更 が プ ロ ジ ェ ク ト完 了 日に どの よ うな影 響 を与 え ・
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るか を速 か に判 断 す る ことが で きる ようにな るこ と、 が ある。 これ に よ'

っ て'更に、 「フロー ト(余 裕)」 あ るい は 「ス ラ ック(ゆ と り)」 ・時 間

を含 む た め、 そ こか ら リソース を引 き抜 くこ との で きる タヌ ク を発 見 す

る こ とが で きる。 計 画 立 案 者 は また 、 色 々 の タス クや ア ク テ ィ ビテ ィの

見込 み に つい て三 つ の レベル(「 非 観 的 」 「最 尤 的 」 「楽 観 的 」)を 適

用 す る こ ともで きる。 演 算 を行 え ば、 確 率 に も とつ く解 が得 られ る。

この ネ ッ トワー ク 。チ ャー トの大 きな欠点 は 、 タス ク毎 の相 関 関係 を

示 す チ ャー トに お いて 、図 上 の相 対 的位 置 に よ って具 体 的 な時 間 的枠 を

示 す こ とが で きな い とい うこ とで あ る。 その うえ、・色 々の 記 号 や チ ャニ

ト作 成 上 の約 束 事 は、専 門 知識 の ない管理 者 に は な じみ の ない もの で あ

るか も しれ な い。従 っ て、組 織 全 体 に お げ る コ ミュニ ケー シ ョン の手 段

と して は、 ネ ッ トワー ク ・チ ャー$ぱ 、1ガ ン ト ・チ ャー トほ ど効 果 的 で 』

あ る とは いえ ない。

こ こでヌ ケジ ュー リング用 のい くつか の ソフ トウ ェア ・パ ッナ ニ ジの'

利 用 に つ いて の議論 を行 うっ

3.表 形式L'

上述 の チ ャー ト形 式 に加 え て、 ス ケ ジ ュール は、 表 あるい は リヌ トの

形 式 で表 現 す る こと もで きる。 多 くの場 合 、 この表 は、 最 初 の フ ェー ズ

タヌ ク ・リス トへ、 リ'ソー スの見 積 りを加 え た形 式 に な っ て い る。 ス ケ

ジ ュー リングが進 む に伴 っ て、 さ らに、 各 フ ェー ズ や タヌ ク に関 す る仕

事 の た めの暦 上 の 日付 が 記入 さ れ てゆ く。 この形 式 の ら くつ か あ例 と、

そ の バ リエ≡ シ ョンを示 す こ とにす る。

4.そ の他 の文 書1't

す で に述 べ た よ うに 、 ヌ ケ ジ ュー ル化 が完 了 す る と、 責 任分 担 ヂ ャ ー
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㌧ ㌘ ジ・ハ 鑓 図 を完 成で きる よ麺 な蚕 叫 らの文書例 は・・

鈴 口 ス ケジ一 対 勃 ちプ ロジ・.2!鱒 ㍗ シ・.・.・ 一・OP

解 と一 諾 に点 検 さ れ る こ とに な ろ う◎

Gチ ェ ック ポ イ ン ト

チ ・ック詞 ン トとは プ房 ・ク 湖 間中で・管理者 が特 に臆 を払 わ

なければ友 らない特 定の時点 て ある。、この時点 において、仕事の実績 が点

検 さ れ、結 果 に つい て の マネジ メ ン ト上 の 責任 が 明 らか にさ れる 。プ ェ ッ .

クポイン トには大 き く分けて三顧 があ り・
.その勒 吟 部 で五つの ・イ

ブ が あ るo . .ご 、 、

'作 業 ρ 開 始
・ 終 了 点(イ ベ パ)に も と つ くチ;・ 嬢 イ ン ト

・ タ ヌ ク
、 ア ク テ ィ ビテ ィ ピ も とづ,く チ ェ ック ポ イ ン ト.

・ 機能 上の責任 の引 き継 ぎ

● 手 動 意 思短 点
・ ・..

'時 間 に も とつ く チ
ェ ック ポ イ ン ト

'偶 発 事 に対 す る チ
ェ ック ポ イ ン ト

1・ 作 業 開 始 ・終 了 点(イ ベ ン ト)に も と つ く チ ェ ッ ク ポ イ ン ト、,、 ,

この チ ェ ック ポ イ ン トは、 具体 的 な イ ベ ン トの発 生 を示 す プ ロ ジェ ク

ト ・ス ケ ジ ュ ー ル上 で す べ て 確 定 さ れ る 。 そ れ
.らは 、 時 に は マ イ ル ・ス

〆

トー ン(里 程)と 呼 ば れ る。

aタ ス ク あ る い は ア ク テ ィ ビ テ ィ に も と つ く チ ェ ッ ク ポ イ ン ト

この チ ェ ックポ イ ン トは、 各 タヌ クや ア クテ ィ ビテ ィが終 了 した と

ころ で発 生 す る。 実 施 さ れ た仕 事 は、 次 の作 業 へ進 む前 に、 そ の一 貫}

性 と鷲 鹸 麺 る・ これ らの㍗ ・クポイン!は ・多 くの場合・各
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タス ク に求 め られ る産 出物 と直 接 的 に関 係 づけ られ る。

b機 能 上 の責 任 の引 き継 ぎ`一'、

この種 の チ ェ ジク ポ イ)/ト は 「引 き渡 し(タ ー ジ牙]バ ー)」 チ ェ

ック ポ イ ン トと.呼ば れ る こ と もあ る が、,タ スク た もとつ くチ ェ ック ポ

イ ン トの特 別 な形態 で あ るbむ れ が生 じるの は、'プ ・ジ ェグ トゐ 主 要

フ ェー ズが終 了 し、 仕事 に対 す る第一 の責 任 が、'あ るグ ル ー プか ら別

の グ ル ー ズ に移 行 す る時 点 にお い て で あ る。 そ の一例 は・、 シヌデ ム ・

ア ナ リヌ トか らズ ログ ラマへ の詳 細仕 様書 の引 ぎ渡 しで あ る。

c主 要 意思 決 定 点

この意 思 決 定 点 は、 通 常 主 要 な タヌ ク ある い は フ ゴー ズ の終 了 点 に

生 じる。 た だ し、 そ れ は、 上 級 管 理 者 の適 切 な行動 が必 要 とき れ る場

.合 は い つ で もヌ ケ ジ ュー ル に のせ る こ とが で きる ○ 』1

「進・む か、 進 ま ざ るべ きか 」 の大 きな 意思 決 定 が求 め られ る時 点 め・

例 と して は、 シヌ テ ム調 査 完 了 点 、 プ ログ ラ ミング開始 前 の設 計 フ 三'

一 ズ完 了 点
、 シヌ テ ム ρテ ヌ ト後、 但 し、転換 前 の点 が あげ られ る。

2時 間 に も とつ くチ ェ ック ポイ ン ト・

この チ ェ ック ポ イ ン トは 、時 間 の経 過 を べ ー ヌ ど して、 フ;ロ1ジゴーグ ト

の状 況 、 進捗 度 を確認 す るた め に用 い られ る。 これ に よって、 長 期 で複

雑 な作 業 が 、 その終 了 時 で は な く、 進 行 中 に、 確実 に点検 され る ように

な る。 この点検 は、 日毎 、過 密 の作 業実 績 を 中心 に行 なわ れ る もの で あ

り、 従 っ て、 指導 的 な地位 に あ る ア ナ リス トか プ ・グ ラマが、 形 式 ば ら

ず に実 施 す る のが よい で あろ う。

3.偶 発 事 に対 す るチ ェ ック ポ イ ン ト

偶 発事 に対 す るチ ェ ック ポ イ ン トは、 潜 在 的 に問題 を胎 む領 域 を明 確
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化 し、 そ れが 顕在 化 した場 合 にも、 時機 を失 せ ず管理 上 の注 意 が 向 け ら

れ 、有 害 な影 響 を最小 限 に止 め る ため の もの で あ る。 組 織 内 で以前 に困

難 を生 じた記 録 の ある フ ェ ーズ や タス クは、 おそ ら く偶 発 事 故対 策 の対

象 とな るだ ろ う。 多 くの 場合 、 問 題 を胎 ん でい るの は、 プ ロ ジ ェク ト・

ヂ ー ムが、 そ の コ ン トロー ル の及 ば な い組織 内 の他 の部 門 に依 存せ ざる

を え ない領 域 に お いて で あ る。'この よ うな偶 発事 に対 す る チ ェック ポ イ

ン トの対 象 は、 フ:・:ロジ'エク トの初 期 に、 「トラブル」 の予 報 あ るい は偶

発 事 に対 す る計 画 を作 成 す る こ どに よっ て、 明示 す る ことが で き よ う。

4.チ ェ ック ポ イン トの選 定 な らび にヌ ケ ジ ュー ル化

チ ェ ック ポ イ ン トを どの よ う に選 定 す る か は 、7.1:ジ ェ ク トの タ イ プ

に 大 き く依 存 す る。 以 前 に 、 プ ロ ジ ェ ク トの 分 類 は 、 採 用 さ れ る プ ロ ジ

ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トお よび コ ン トロー ル に 影 響 す る の で 重 要 で あ る こ

と を述 べ て お い た 。 こ こ で は チ ェ ッノ ポ イ ン トと プ ロ ジ ェ ク ト ・ タ イ プ

と の こ の よ う な関 係 に つ い て の 検 討 を行 う こ と に す る。

プ ロ ジ ェ ク ト ・ヌ ケ ジ ュ ー ル が 作 成 さ れ る と、 そ こ で 選 択 さ れ た 色 々

な チ ェ ッ ク ポ イ ン トを 含 め る こ と が可 能 に な る。 チ ェ ック ポ イ ン トを ス

ケ ジ ュ ー ル に の せ る技 法 の 一 つ を こ こで 提 示 す る。
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IVプ ロジ ェク ト・マネジメ ン トの諸手続

効 果 的 な リソー スの組 織 化 と配 分 が行 なわ れ る べ きで ある な らば、 プ ロジ

ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トは、 当然 、、た ん な る計 画 、 見積 りお よびス ケ ジ ュー ル

作 成以 上 の もの に取 り組 ま ねば な らな い。 本 コー ヌ の この章 では、 プ ロ ジ・エ

ク ト・マ ネ ジ メ ン ト上 の関 心 が 向 け られ るべ き一 連 の問題領 域 を提 示 .し、 ζ

れ らの問 題 に対 処 す る た め に既 に テ ヌ トされ 有 効 で あ る こ とが立 証 され た色

々 な マ ネ ジ メ ン トの 手 続 を説 明 す る。

⑨

A開 発 要 請 と変 更要 請

プ ロ ジ ェク トに着 手 す る際 や 、 進行 中 の プ ・ジ ェク トあ るい は実 働 中 の

シヌ テ ム に対 す る事後 的変 更 を要 請 す る際 に と るべ き手 続 は、具 体 的 に 明

定 さ れ な け れ ば なち な い。 手続 は、 次 の事 項 を含 ん でい 左け れ ば な らな い。

・提 出 され た要 請 が 組織 内 をま わ され る具 体 的経 路 の確 定

・新 しい デ ー タ ・プ ロセ シン グ ・サ ー ビヌ に対 す る要請 を作成 し取 り扱 う

た め に と るべ き具体 的 ヌ テ ップ の規 定

・実 働 中、 開 発 中の シス テ ムに対 す る変 更 要請 を作 成 し取 り扱 うた めに と

るべ き具体 的 ス テ ップの規 定

・設 計案 「凍 結 」 の た め の方 法

こ こで要請 書 の 具体 的 内 容 の 作 成 が行 な わ れ る こ とに な ろ う。

Bユ ーザ との 関 係

ア ー タ 。プ ロ セ シ ン グ=ユ ーザ間 の適 切 な関係 の意義 は、 い く ら強調 し

て も強調 しす ぎ,るこ どは ない 。 デ ー タ。 プ ロ・セシ ング ・プ ロ ジェク トの管
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理機能が・ユ}ザ と共㌧ そして㌣一言極 じ鋤 果離 郷 ためには・

両者 間に見出され る諸 問題 を、 まず当事者双方 が確認 する ことが必要 であ

る。章思の疎通、信頼 の欠除 、、責任体系 の示 明確、 等に関する諸 々の問題
ブ

はは べて嬢 しくない状況を形成する願 となる・一ユ・一ザ側のシ耳 ム

醗 鵡 口 口 役割は・そ畷 織のデータづ 助 シングの全体願 向

性閲 奇 祭 ‖と欺 ・ここで解 熱 る・この役縮 織 すればぷ 題

鰍 畷 ○ 手続を形成するこξができるよ卿 なる・,

C品 質管理

仕 事の質 は、以 前 プ ロジ ェク ト分類 に関 す る議 論 で 明 らか にさ れ た、 三

つの禰 的制 糠 因 の 狛 の一 つである・ こ こでその関係 を離 勧 返 り・

又、質 を測定す るための具体的規準 を求 める ことを行 な う。

品質管理手続は以下 の ことを保証 するために定 め られる。

'シ ステムあるいは プ ロ㌘ 研 仕様 に合致 し
・醐 熊 果 徒 み出す こ

と。

・一シ ヌ テ ム の適 切 な オ ペ レ ー シ ョ ンが 行 な わ れ る た め に 充 分 な ドキ ュ メ ン

㌃ ㍗ 冷 誤 れ ること・ 一 ・・…

・ シヌ テ ムあ るい は プ ログ ラム に用 い られ た技法 の メンテ ナ ンスや 追 加 的

開発 が で きる よ うな文 書化 が な され る こと。

'シ ス テ ムあ るい は プ 酩 ラ
.鯉 触 て ・ 割 り当 て られ た,リ、ソ フ が鰍

な く有効 に活用 され る よ うに す る こ と。

チ ェ ック ポイ ン トの 使用 につ い ては 、 既 に 仕 事 の質 を チ ェ ックす るた め

の 手 段 と して述 べ て おい たが、 そ れ が適 切 に使 用 され る こ とを期 す るた め、

こr三}
.21の チ ェ ック ポ イ ン ト.レ ビ ューrが を紹 介 す る・ これ ら
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の レ ビ ュ ー ・ ガ イ ドに は 、・各 チ ェ ッ ク ポ イ ン トの 目的 に 加 え て ご そ れ ま で

ごぐ

に 完 了 して い な け れ ば な・ら な い タス ク 、 チ ェ ッ ク ポ イ ン トに関 す る 責 任 、

作 成 さ れ る コ ン ト6⊥ ル 用 の文 書 等 が す べ て 明 らか に さ れ て い る6

'''"・チiiヅ 汐 ポ イン ト 。'レ ビtt -。 ガ イ ド と プ ロ ヅ ェ?ト 。 タ イ プva'よ る コ

ン ト ロー ル 。ポ イ ン トに 関 す る例 示 と の 関 係 が こ こで 明 確 に ざ れ る。2「1

.の ヂ エ ッ・グ ポ イ ジ ドを基 礎 ど して
、 次 下 の時 点 で品質管 理 が 実遠 され る。

バ プ ば ジ ェ ク ト選 択 ミ ー

・:シス テ ム研 究 一－ee1フ ェエ ズ

・研 究 終 了

・分 析 終 了 ヒ"『'

・デ ー タ'・ ベ ー ス 設 計 終 了

・シ ヌ テ ム設 計 終 了

・コ ー デ ィ ン グ終 了

・ シヌ テ ム 。テ ヌ ト計 画 終 了'・

・ シ ヌ デ ム`℃ デ ス トー 中 間 点!

・・ シ ス テ 込 。テヌ ト終 了 　

,・・移 行 計 画 終 了

式導 入 終 了'

D文 書 化 ・ ・tt'心 ・一 ㌍ …'

tt文書 化 作業 はVプ ロジ ェク トの タイ プに よ
っ て程 度 の違 い は あ るが 、 そ

の全 過 程 を通 じて行 な わ れ なけ れ ば な らない。 文書 化 作 業 め 三夕イ ブに は次

ココ
の二 つ が あ るo'1

(1)開 発 に関 す る文 書 は、 当 初 の要 件 を充 す解決 策 を説 明 じ;'こ れ を、1'
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仕様 書 、 プ ログ ラム、指示 書 の形 で表 現 す る。'・ ・

(2)コ ン トロール に 関 す る文書 は 、主 と して 、 プ ロジェ ク、ト作業 遂 行 に

あた って の リソー ス の利 用、 配 置 につ いて記 録 す る。

開発 に関 ず る文書 は、 多 くの場 合、 ユーザ に引 き渡 す べ き具体 的成果 を

表 現 す る もの で あ る。

、コ ン トロー ルに関 す る文書 の 目的 は、 シヌ テ ムの開発 、 メ ン テ ナ ンス の

た め な され た仕事 の現 時点 にお け る、 あ る いは過去 の記 録 を提 供 す る こ と

で あ る。 これ らの記 録 は、 プ ロジ ェク ト進 行 状 況 や、そ の担 当職 員 を評 定

す る に あた って管 理 者 の 資料 とな る。 コン トロー ル に関 す る文 書 作 業 は、'

シス テ ム開 発 に おけ る諸 タス クや シヌ テ ムの 妥 当性 に直接 貢 献 す る もので

は ない が、 マ ネジ メ ン トの ため に求 め られ る情報 を提供 し、・そ れ に よって

リソー ス の計 画 に沿 った統制 あ る活用 を可能 にす る。 ・ 、

E点 検 な らび に状 況把 握

プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トに欠 かせ ない一 つ の要 素 は 、 プ ロジ ェ ク,ト・

の開 始 か ら終 了 に至 るま で の一 貫 した コ ン トロー ル で ある。非 常 に短 期 か

小規 模 な プ ロ ジェ ク トを除 いて 、初 期 の見積 りの基 礎 とな つ て い た情 報は 、

プ ロジ ェク トの諸 作 業 が進 むに つ れ て、 よ り良 い もの に な って ゆ く6そ れ

だけ で は な く、外 部 的 状 況 の発 生 に よ り、 プ ロジ ェク ト計 画 作 成 段階 で想

定 した リソー ヌの使 用 可能 性 が影 響 を うけ る とい うこ と もあ る だ ろ うbタ,

ス ク要 件 と リソース とは、 固定 的 な要 素 で は な く、・流 動 的な 変 動要 素 で あ

り、度 々点検 、評 価 を要 す る もの で あ る。

プ ロジ ェク ト進 行 状 況 に対 す る首 尾 一 貫 した計 画 的点 検 を通 じて、 困 難

発生 を予測 し、事 態 が発 展す る以前 に行 動 を と る こ とに よ って、 問 題 を
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避 け る こ とが で き るCも し、 プ ロジ ェク トの第1フ ェーズ で*ケ ジ ュ」 ル

を10%超 過 す る よ うで あれ ば、 管理 者 は、 そ くZ)原因 が 次の い ず れ か に よ

る もので ある か否 か を判 断 しなけ れば な らない。 ・ ・1

・担 当職 員 の仕 事 ぶ りが 不充 分 で あ る こと ぺ'

・必 要 な時 に リソース が使 用 で きない'と と ・.

:・フ ェー ズの 複雑 度 に関 して、 初 め か ち過小 見積 りが あ る こ と6

も し問題 が 、職 員 の仕 事 ぶ りにあ る場 合、 管 理 者 は、 そ れ を期待 ざれ た

レベ ル に まで 引 き上 げ る か、 不充 分 な職 員で もや って ゆけ る ように計 画 を

立 て 直 す た め の必 要 な措 置 を と らな けれ ば な らない 。

リソー スが ス ケ ジ ュー ル ど う りに使用 で きない場 合 、管 理 者 は状 況 を評

価 し、 この よ うな問題 が 以 降 の フ ェーズ に ま で継 続 す るか 否 か を判 断 しな・

け れ ば な らな い。'∵

過小 見積 りの場 合 、 管 理 者 は、他 の フ ェー ズ に も、 予期 しなか っ た複 雑

度 とい う問題 が あては ま る か ど うか を判断 しな けれ ば な らな い。

各 フ ェーズ毎 に、 プ ロ ジ ェク ト・マ ネ ジャは 、 タス クの完 了 に関 して、

同 様 の評 定 を『行 な わ なけ れ ば な らないぶ も し、 続 け て リソー ス が入 ケ ジュ

ール ど うり使 用で き なけ れ ば
、 そ の フ二 一ズは ス ケヅ ユー ル'ど う り'には完

了 しない し、 プ ロジ ェク ト全 体 の計 画 も達 成 され ない とい うこ とにな る。

この よ うな訳 で あ るか ら、 遅 れ の原 因 を発 見 し、 現実 性 の あ るヌ ケ ジ ■

一 ル と費 用 で もって計 画 を立 て 直 す こ とは大 切 な こ と であ る・。['

どの レベ ル の管 理 者 も、 シス テ ム開発 の進 行 に伴 って諸要 件 も緻 密化 さ

れ て ゆ くた め、 プ ロ ジ ェク・トの ヌ ケ ジ ゴー ル には変 更 が あ吻 う る もの で あ

る こ とを理 解 す べ き で あ る。 シヌ テ ム調 査 に は、 プ ロ ジ ェク トの計 画 、予

算 を更新 す る とい う タヌ クが含 ま れ るが 、 そ れは 、調 査 を行 な うとい うこ
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との なか に 、そ の性 格上 、 プ ・ジ ェク トの 出発 点 で は、全 面 的 な計 画 を た

て るた め に必要 と なる情報 が す べ てそ ろ って は い な い と い うこ とが 含 ま れ

て い る か らであ る。 大 き な シヌ テ ムや サ ブ ・シス テ ム開発 の 際 は、 シ ヌテ

ム設 計 終 了 時 に おい て計 画 の立 て 直 しを行 な う よ うに して おか な け れ ば な

らない。 そ の時点 に な って は じめ て、 プ ・グ ラ ミン グ"'手 続 作 成 、訓 練 、

シヌ テ ム 。テス ト、 移行 に対 す る要 件 が全 面 に明 らかに な る もの だ か らで

あ る。

統 制 あ る シス テ ム開 発 を行 な う大 き な 目的 は、 作 業 の 成果 が高 品 質 な も

の とな る よ う保 証 す る こ とで あ る。品 質 は、 適切 な数 と タイ プの リソー ヌ

.・が充 分 な期 間使 用 さ れ る とい うこ とに依 存 す る。 も し、 リソー ヌや 時 間 に

制 約 が あれ ば、 質 が低 下 す る こ とに な る。 管 理 者 は、 プ ロジ ェク ト6マ ネ

ジ メ ン トに よって、 質 と リソーヌ と時間 との か ね あい を コ ン ト ロー ルす る

こ とが で き よ う6初 期 の計 画 か ら逸脱 す る との決 定 は、'管理 者 に よiうて な

され るべ きであ うて 、技術 者 が 行 な うぺ き もの で は な い。 プ ロ ジゴ ク ・トの

.点 検、 評価 に よ っ て、管 理 者 は、 シ ヌ テ ム開 発 過 程 に おけ る い くつ か の決

定 的時 点 で、 情 報 に立脚 した決 断 を下 す こ とが で きゐ よ うに なる。

点検 お よび状 況 把握 の た めに 、以 下 の 事項 に対 し明瞭`な注 意 が 向 げも れ

るo"F'・ ・:,'tt

・点検 の た め必 要 な情 報 の タイ プ 、

'そ の情 報 源 ㌧'`

'・ 点検 の程 度 と頻 度
、 ・"

・点検
、情 報 把握 の た め に用 い られ る手続 と技 法

し'㌧ ユ

一50一

■



F産 出物の評価

産 出 物 の評 価 は、 プ ロ ジ ェク トの管理 者 が、 そ の 仕事 の最 初 か ら直面 す

る問 題領 域 で あ る。 まさ にそ の最 初 の時 点 におい て・ 管 理 者 側 の最 終 産 出

物 に対 す る評 価 の 基 準 が 確立 され なけ れば な らな いの で あゐ 。.評 価 ¢)ため

の基 準 とい う考 え方 はす で に品 質 管理 に関 す る節 で論 じた し、 プ ロ～ エク

トの 中間 で の 「産 物 」 に対 す る チ ェ ックポ イ ン..トお よび チ ェ ックポ 元 シ ト

vビ ュー ・ガ イ ドに つ い て もふ れ て おい たoそ こで、 こ こでは 、最 終産 出

物 を評 価 す るた めに必 要 な諸 手 続 に つい て検 討 す る こ とにす る。 導 入 後 の

点検、承認受領 フェーズにおける 「誰が」 「傾 を」 「何処s ,」r日 時」.

「何如 」にす るのか、とい う問題 が・最終文書 に関す る説明.とで諸 臣提示 さ

れ る。' .-

G外 注 管 理

特 殊 な サ ー ビヌや 補 完 的 な リソース の た め に外 注 を利 用 す る ζと が 多 く

な る に伴 な って、 外 注 の た めの 明 確 な手 続 を定 め て お くこ とは ます ます重

要 に な っ て きて いる 。 サ、一 ビヌ を購 入 す る顧 客側 は、 一 定 の 成果 とそ れ に

対 す る保 証 を得 る権 利 を有 す るが 、 それ と同様 に、販 売 者 側 も、 顧 客 が 、

顧客 と しての責任、義務 を果 す ことを期待 する。従 って、明瞭 に確定 され、

合意 された、外注 関係 を処理するための手続 を有す ることは、両君 に とっ

て 最 良 の 利 益 と な る 。

・.こ こで 、 下 記 ρ事 項 を 含 む 手 続 を提 示 し、 論 議 を 行 な う 。

・外 注 契 約 点 検 お よ び 承 認 ,・.、

.,.、 業 者'顧 客 間 の コ・ミ1ユ ニ ケ ー シ ョン

.産 出物 の 規 定
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・・業 者
、 顧 客 の 責 任

一状 況 報 告

'・ 点 検 な らび に承 認 受 領 の 手 続

・ リ ソ ー ヌ の実 績 に つ い て の 責 任

・ プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン トお よ び コン ト ロ ー ル

・意 見 不 一 致 の 際 の処 理

'
・ 返 済 方 法 泊 よび ス ケ ジ ュ ー ル

H'訓 練 および 従 業 員 関係'

管 理者 が関 心 を払 うべ き重 も貴 重 な資産 は 、彼 の た めに 、 ま た彼 と共 に

仕 事 をす る人達 で あ る。 マ ネ ジ メ ン トとは 「他 人 を使 って仕 事 を仕 上 げ る

こ と」 と定義 さ れて きた が、 この こ とは、 デー タ ・プ ロセ シ ン グ ・プ ロジ

ェク トに おい て も、 ま った くその と うりで あ る。 訓 練 お よび従 業 員 関係 に

つ い て も、 この点 で他 の一 般 の人 事 管 理業 務 と基 本 原則 上 な ん の相 異 もな

いo

こ こで議論 す る考 え方 お よび そ れ に関連 す る手 続 には、'下記 の項 目が含

ま れ るo'

'・コ ミュニ ケ ー シ ョンの経 路 を常 時 開 い てお くこ と

・報 告 の経路 を 定 め る こ と

・組 織 上
、職 務 規 定 上 の関係 を定 め る こ と

・標 準 、 ユ ーザ=デ ー タ ・プ ロセ シ ング関 係 、 プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ ノン

トお よび コ ン トロール の手 法 と諸 手 続 につい て の訓練

…個 人 の責 任 を定 め、能 力養 成 と成 長 のた めの妥 当 な到達 目標 を与 え る亡

と。

一一5:2-一一



1リ ソ ース の操'作'1….・ ・'.二'1

リソー スの 操 作 とは、 基 本 的 に、 当 初 の計画 とは違 った よ うに リソース

を使 用 す る こ とで あ る。 これは 、 良 い プ ロジ ェク ト・マ ネ ジ ギ忙 不 言 欠 な

能 力 の一 つ で あ っ て、 これ に よ り彼 は、 変 化 に対 して有効 に反 応 す るた め『

に 、 リソー ス を調整 し、 振 り向 け る こ とが で きる。乙 の能 ガ に よ って、彼

は 、 い つ も環 境 に左右 さ'れ るの では な く、 目標 に 向 か って 自己 の行 動 を方

向 づ け で ゆ くこ とが で きる よ うに な る。 この能 力 を支 え る効 果 の あ る手 続

に は 次 の よ うな もの が あ る。

・偶 発 事 に対 す るチ ェ ック ポ イ ン ト
、計 画 の利 用

'現 存技能 一 覧表 の メ ンテ ナ ンヌ
ニ

・作 業 の進 行 を左 右す る重 要技 能 の認 定 とそれ に伴 う
、訓 練 そ の他 に よる

補強 対 策 ∴

'ス ケ ジ ュー リングに関 して論 じられ た種 々の技 法 の適用 。
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Vフ 。ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル の 諸 手 続tt ttt..

プ ロた ハ ∵ ン トロール嚇 手硫 ・ プ;㌍ ク ト三 ネツ ン ぽ

行 な うに あた?て ・輌 不可分な一髄 形 成 している・ このことは・本 コー

ヌ全㌣ 通
、じて動 頭 らか⑫ る・ ここでは・ プrジ ・?."'・=ン トロー

ル.シ 三テ三四 標 と構嘩 素 を勧 獅 て見る・
'雄 い くつかの作業実

飾 煕 ㌣ ト丁ニ ル Φ叉 テムのための い くつか の代替 的技 法 と共 噸

討 す る。

A目 的 、 ド

パ ジ ェ?ト ●コ ンIUTル とは・ 次 の よ 戸 方 法.を通 じ騨 興 の ・、、

と って リ ソ ー ス の使 用 を調 節 、制 禦 す る た め の 管 理 技 法 で あ る。
、・i'`}

"次 の事項 幽 して・計画 との対 比 ⇔ け る進捗 度 を測定す る○
、

・ プ ロジ ェク ト進 行 状 況

・ 職 員 の作 業 実績

。 リソー ヌの支 出状 況

・以上 の情報 を充 分正 確 か つ タイ ミ ング よ く報 告 し
、 管理 者 が必 要 な時 に

行動 を とれ る よ うにす る こ と

し経 験 と環 境 の変 化 に も とつ い て
、計 画 の調整 変 更 が 必要 な分野 を認 定 す

る こ と。

これ は プ ロ ジ ェク トの充 足 状況 を把 握 す るた めに 欠 かせ ない手 段 で あ る。

Bプ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロー ル ・シ ス テ ム の 要 素

プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル の要 素 と して は 、 次 の もの が あ る。
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1.プ ロ ジ ェ ク ト`・.=ン トロ ー ル 。マ ニ ュ・ア ル あ る い は ハ ン ドブ ソ ク に

書 か れ た一 連 の 手 続.`』 、,、.い

2.報 告 お よび ヌ ケ ジ ュ ー リン グ 用 の標 準 書 式

3.『 、ン・ト ロ ー ル ・堵 ヌ テ ムの 使 用 に つ い て訓 練 を うけ た プ ロ ジ,エ ク ト ・

リー ダ な らび に コ ン ト ・一 ル担 当 者

プ ロ ジ エ ク ト ・コ ン ト ロ ー ル ・マ ニ ュ ア ル は 、 多 く の場 合 、DP部 門 ス

タ ンダ ー ド?マ ニ ュア ルのア 節 ∫を構 成す る。 各車 に安 い てμ 、 望ま し吟手

続 が は っ き り述 べ られ 、 作 成 さ るべ き コ ン トロール に関 する 文書 、 使 用 さ

るべ き書式 が 具 体 的 に示 さ れ なけ れ ば な らな い。 そ れ らに含 ま るべ'き もの'

として は、 要 員/時 間報 告 書 、 ガ ン、F・ チVrト 、 標準 チ ェ1ゾク ・ リス・ト

等が あ る。

プ ロジ ェク トの 管理 、も点 検 に責 任 を存 す る者 は、 す べて 、 コン ドロrル ・'

シヌテ ムの使 用 に つ い て、 適 切 な紹 介 、説 明 を受 け る よ うに しなけ れ ば な

らな い。. 、

C作 業 実 績 指 数 の開 発 と使 用

作 業 実 績 指数 は、 それ が適 切 に構 成 さ れ、 かつ そ の限 界 が は っ き り理 解

され て い る な らば 、 プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ ャに とって貴重 な手 段 とな る。

作 業 実 績指 数 の 開発 にお い て は、 次の こ とが な され るべ きで ある。

・指 数 の 目標 に つ い て の 明瞭 な定 義

'指 数 に用 い られ るか そ れ に反 映 さ せ られ る パ ラメ ー タの確 定

'指 数 に到達 す るた め に必 要 な計 算 の 明示

・指数 の例 と結 果 値 の差 の意 義 の説 明

・ 指数 使 用 に あた って考 慮 して お くべ き限 界
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・・結 果 値 を解釈 す る際 に払 うぺ き注 意 が あれ ば 、 そ の内 容

・指 数 を評 定 し、 必 要 な場 合 に 修正 変 更 を加 え るた め の手続 。

こ こで色 々な指 数 を提 示 、 そ れぞれ の相対 的 長 所 につ いて議 論 を行 う。

,..r実 績 」 イ ン ジケ ー タ と 「費 消 」 イ ン ジケー タの違 い につ い て も検 討 す

るo

Dプ ロジ ェ ク ト ・コン トロー ル のた め の代 替 的 技 法

プ ロジ ェク ト ・コ ン ト・一 ル ・シス テ ムの 目標 は 、 目標 に到達 す るた め

の技 法 の相 違 に よ って変 更 を受 け る よ うな こ とは な い。 同 様 に、 シス テ ム

の諸 構 成要 素 が 処理 す べ き諸 々の 機能 も変 化 す る わ けで は ない。代 替 的 な

諸技 法 は 、 た ん に機 能 を遂 行 す る ための方 法 を変 え る にす ぎない 。本 コー

.ヌ で は、手 作 業 に よる プ ロ ジェ ク トごコ ン トロー ル ・シヌ テ ム と 自動 化 さ

れ た あ る い は コ ン ピ ュ ー タ化 さ れ た コ ン トロ ー ル
,・ シ ス テ ム とを示 す こ と

に す る。 代 案 案 の 選 択 に 影 響 を 与 え る い くつ か の 要 素 を検 討 し、 プ ロ ジ ェ

ク ト ・ コ ン トロ ー ル の た め 今 日現 わ れ て い る若 干 の ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ

ー ジ に つ い て も簡 単 に 考 察 す る
。

…
入
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■

Vlフ ィ ー ド バ ッ ク'=.tI:'"[

あ ら ゆ』る計 画 化 作 業 、 お よび そ れ に 関 連 す る産 出 作 業 は 、'も'し 、 デ ー タの

フ ィ ー ドバ ック を 行 うた め の 明 定 ざ れ た 手 続 を 伴 な わ な い な ら ば 、 プ ・ ジ ェ

ク ト ・ マ ネ ジ ャ た と っ て 、 あ ま り価 値 の な い もの に な ろ う。 実 際 の 作 業 に従

事 す るメ タッ プか ら管理 者 へ の情 報 の還 流 は 「円環 を閉 じる」'た め に不 可欠

で あ る と と もに、 リソ ース の計 画 、層調 整 、再 配分 、 再 ヌ ケ ジ ュー'リング とい

う反復 的過程 が続 け て行 な われ て ゆ くこ とを保 証 す る もので あ る。

フ ィ ー ドバ ック が なけ れ ば 、 コ ン トロー'ル ・シヌ テ ムは、 そ の うちの半 分

しか 存 在 して い な い とい え る。 そ れ な く しては 、 計画 に対 比 して作 業 実績 を

測 定 す る ことは不 可能 とな るで あ ろ う。 一

正 しら デ ー タを得 る ご との重 要性 は決 っ して 無視 す る こ どの で きない もの

で あ る。 情報 の 円環 が閉 じられ て、 デ ー タが プ ロ ジ ェク ト 。・〉ネ ジメ ソ ト元

責 任 を負 猪 の と ころヘ フ ィー ドパ 。クされ る と、 そ こか ら蒋 来 の行 動 方 針

に関 す る意 思 決 定 過程 が 開始 され る。 新 行動 方 針 が 、以 前 の フ ィ'一 ドバ ック

に も とつ い て、 実施 に移 ざれ て以 降 は{'そ の結果 を示 す デ ー バ 詰 フ,

一 ドパ ック さ れ
、新 た な意 思 決 定 へ と継 って ゆ く。 デ ー タの質 、量 、 タイ ミ

ン グが、 プ ロジ ェ ク トの将 来 に大 きな影 響 を及ぼ す こと ば'さ わ めて 明 らか

で あ る。決 定 が、 たえ ず誤 りの あ る デ ー 厩 もとつい て 詰 れ る と
、 結局 プ

ロ ジ ェク ト ・マネ ジ メン ト☆ よび コ ン トゴールが 劣悪 化 す る こ とに な る
。 こ

れ は 「乗数 効果 」 め一 つ の 例 で あ る。 一':

そ れ で は、 あ る デ ー ・証 しい デ ー ・た らしめ'る もの ぼ働?そ の供 給

源 は何 処 に あ る のか?'デ ー タの収集 、整 理 、伝 達 に責 任 を負 う者 は誰 か?

これ らの問題 を次 に と りあげ る こ とにす る。
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Aリ ソ ー ス 報 告 の 源 泉 と書 式 ,、4_tttt!

1.要 員/時 間 報 告 書

.プpジ ェクb,・ ヌ タ ッ7を 構 成 す る各 人 は}プ 『 ジ ェク ト進 行状 況 に

関す る情報 の供給源 となる。各個人 は、そ4)活 動 を週 間費消時間報告書
'

に記 録 す る。 報 告書 は各 週 の第1日 目に コ ン トロール担 当者 へ提出 さ れ.

醐 ・各人峻 ㍗ スク嗜 やし蹄 間を言曝 すべきものとされる・管

理者側は・記蜘 ・日・9け ら㌶ ・とを保証す るため・醐 的に撫 打.

ち検 査 を行 な う。:バ,

週 間 費消 時 間報 告書 の一 例 を、 こ こで示 す。 こli.は 、 ぞ 乏 ッ7が プロ

ジ 干タ
.トに あて られ た時 間 とそ うで な い時 間 を報告 す るた め に用 い る標

準 書式 で あ る。 これ はIV.E.で 論 じた進 捗 度 評価 手 続 の基 礎 的 イ ン プ

ッ トとな る。 各従 業 員 は、 この書 式 を作 成 す る手 続 に習 熟 して い るべ き

で あ り、 用 紙 は ρ つ も充 分支 給 され て い なけ れ ば な らな い。

2機 械 使用 報 告 書

装 置の利 用 幽 す 罪 細 ・ プ ロジ ・ク ト"ン ト　 ルの担 当都

提供 され 謝 れば な らない・.ζれ嘩 常 デー タ'プ ロセシグ 部門のオ

ペ レーシ ・ン ・ヌ ・・フ操 持 レ鞭 る稗 状 況 幽 する書 式 四 って
j6

な さ れ る もの で あ る。

3プ ・ ジ ェ ク ト 〔 ス ケ ジ ュ ー ル お よ び 進 行 状 況 報 告 書
,ltt、

この標 輯 式 は 　計 画 騨 比 して プ ロジ ・ク トの進 捗 度 轡 害 す 熟

め に用 い られ る。 これ は、 プ ロ ジ ェク ト ・コン ト ロール担 当者 が週 間 ヌ

ケ ジ ュー 〃 に関 して作 成1〔、 プ ロ ジ ェク トの進 行状 況 を伝達 す る た め、

プrジ ・クh・ 一:ネ ジ ・ 芦 の上 ρ部 門 マ ネ ジ ・に配布 尊 る・ ζこ で・

月間 プ ロ ジ ェク ト ・ リソー ヌ総 括書 に つ い て も検 討 す る。
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'

4,プ ロジ ェク ト点 検 記 録'ぐ{i1

この標 準 書式 は、 プ ロ ジ ェク ト・マ ネ ジャが 記入 し、 主要 な プ ロ ジェ

ク ト点検 活 動 の記 録 を保 持 レ、以 降 の 点検 の 日時 を確 定す る た め に用 い

ち れ る。 この書 式 の作 成 にρ い て は用紙 を見 れ ば 自か ら明 らか で あ る。

5.、 プ ロ ジ ェク ト、 フ ェー ズ、 タス ク完 了報 告書

,この標準 書 式 は、 プ ロ ジ ェク ト作 業 の主要 な単 位部 分 の完 了 を報 告 す

る ため に用 い ,られ る。 この強制 的 点 検 に よって、.仕事 の成 果 に対 す る客

観 的評 価 が、 そ の実 施 者以 外 の者 に よって行 なわ れ る ことが保 証 ざれ る。

完 了 報 告 書 は 、 プ ロジ ェク ト ・フ ァイ ル の中 に保 存 され る こ とに な ろ

う。

6.例 外 報 告 書 あ るい は特 別 措 置 要 望 書

この書式 は、全体 を左右す る重要 な必要措置 あるい は、その性質 上、

例外的 な特別 の取扱 いを要 す る情報 を指定す るための もので ある。

曹

B他 の報 告 シス テ ム との 関 係

プ ロジ ェク ト・コ ン トロー ル ・シヌ テ ムの フ ィー ドバ ック部 分 で処理 さ

れ た情 報 は、 多 くの 場合 、 組 織内 の他 の シス テ ムの イ ンプ ッ トと して の役

割 を持 って い る。 原 価計 算 や給 与 シヌ テ ムが 直 ち に頭 に浮 ぶ で あ ろ うが 、

こ こで は、 デ ー タ ・プ ロセ シ ング部 門 にお け る計画 、 予算 作 成 に対 す る影

響 と関 係 を まず検 討 す る。

組 織 全体 の全 般 的 計 画 作 業 との 関連 につ い て も考 察 を加 え る
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Wレ ポ ー ト

効果 的 な プ ・ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トお よび コン ト・一ル環 境 に おい て果

す 報 告 の機 能 につ い て は、 す で に本 コー スの他 の個 所 で論 じた の で、 ここで

は 、 それ を振 り返 り、 ま とめ る と とにす る。報 告 を行 う場合 の 主 な レベ ル を

各 々定義 し、 そ の一 般 的内 容 と様式 につ いて検 討 を行 う'。コー ス参加 者 は、

所 属 組織 に拾 い て 自己 が必 要 とす る で あ ろ う具 体 的 な報 告 内 容 の説 明 書 を作

成 す る こ とに な ろ う。 実 際 の プ ロジ ェク ト報 告書 の い くつ か を検 討 す るぴ
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叩

`

w作 業 標 準

本 コ ーヌ の前 半 で は 、 リ ソー ス の見積 りに大 き な時 間 を割 い て ぎた。 見積

りの一 つ の方 法 に お い ては 、標 準 を用 い るて とが必 要 で あ り、 そ の よう な標

準 を開 発 してゆ くた め の ア プ ロー チ も提 示 され た。 も し、 標 準 が 、一 連 の タ

ヌ ク を持続 的 に実 施 す るた め に要 す る リソー ヌ を正 確 に反 映 す る もの と して

確立 され る な らば 、 見積 りの た め の標 準 は、 作業 実 績 標 準 、 あ るい は 作業標

準 と な る。

A作 業実 績 デ ー タ ・ベ ー ス の構 築

作 業 実績 の デ ー タ ・ベ ー ヌ を確 立 す るた め には、 実際 の作 業 実 績 に関 す

る良好 な記 録 デ ー タを収 集 しなけ れ ば な らな い。 さ らに 、 デ ー タ収集 の対

象 とな る タヌ クが 、 それ ぞ れ明確 に規 定 され てい る こ とが必要 で'ある。 良

好 な記 録 デ ー タが 存在 しな い場 合 には 、 つ ぎ の よ うな方法 に よっ て、作 業

実績 デ ー タ ・ベ ー ヌ を作 り上 げ る こ とが で きる。

・デー タ収 集 の対 象 とな る タヌ ク を明確 に規 定 す る こと

・必 要 リソース の見 積 り値(「 標 準 値 」)を 出 して み る こ と

・実 際 に要 した りソー ヌ量 を測 定 し、記 録 す る こ と

・実 際 に必 要 だ った量 と見 積 りを比較 し、 ズ レが あ るか ど うか、 そ の原因

は 何 か を判断 す る こ と

・必要 な らば 「標 準 値 」 を修 正 し、将 来 よ り正 確 な見積 りと作 業測 定 が で

き る よ うにす る こ と。

以 上 の ス テ ップは 、一 貫 性 ある もの とす る た め数 回 繰 り返 さ れ る こ とが

必 要 で あ る。
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B標 準 タ ス ク規 定.,,il'it'i

標 準 タヌ クの考 え 方 は、 以前 に論 じ、標 準 フ ェー ズお よび タスク ・リス

ドを提 示 じで おい た。 こ こでは 、標 準 タス ク ・リス トの部 分 を、拡 張 して 、

ダスク の標 準的 規 定 が反 映 され る よ うに す る。.こ の過程 は、 作 業実 績 デ ー

タ 。ペ ース.を開発 す る ため の最 初 の ス テ ッ プの一 つ で ある。

1,"

c作 業 指 勧 開 発 と使 用 ・ ∵t tti',tr

標 準 タヌ ク規 定 は、指 標 を用 い る こ とに よ って、 さ らに精密 化 す る こ と

が で きる。 こ こで は、二 種 類 の指標 、 時 間 と複 雑 度、 につ い て検討 し、 こ

れ を、 い くつ かの 標 準 タス ク規 定 に適 用 す る・ コ ース参 力幡 民 次 に・ 自

己 の組 織 を想 定 して、 標準 タヌ クにつ い ての指 標 の例 を作 って み る。

ゐ
ー
」

㎡

`

D精 密 化 の技 法tt I.1・ .一 ・・:

作i業標 準 あ るい は 実績標 準 は、 精 密 化 して ゆ く こ とが で{一る し、 ま た有

効 性 を保 つ た めに は 、 そ うす る こ とが必 要 で あ る。平 均 値 、移 動平均 値 、

標 準偏 差 の使 用 に つ い て も検 討 を行 な う。

i

ノ
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